
第4章

寄稿
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　建築学科に在籍した専任講師以上の（研究室を持っていた）
教員からの寄稿である。ご存命中でも既に原稿をお願いでき
ない状況やご多忙などで、原稿をいただけなかった先生も若
干おられるが、今回は13名の恩師たちからお言葉をいただ
くことができた。
　なお、執筆者に付記した退任時期は、専任職（専任教員、
専任扱い嘱託教員）として研究室が存在した在任最終「年度」
（表示年の翌年3月に退任）とした。順序は一部・二部それぞ
れ退任順。

4–1.  元教員からのことば
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　現在80歳の私の時間軸で述べれば、私は、
30歳で創設2年目の理大建築学科に助教授とし
て奉職し、40歳で教授、66歳で定年となり、人
生の大半である約50年間を理大建築学科の教
師・研究者として過ごしてきた者である。当建
築学科関係OBのなかで当事者として過ごした
者のなかの最長老者ということになる。

　10年前にまとまった創立40年誌に相当する
『理大工学部建築学科　40年間の記録』では、
未だ現役といってよい当事者の立場にあった。
　今回の50年誌では、70歳から80歳の現在に
いたる10年間の建築学科の出来事について、
部外者となったことから、私にとって空白の
10年間であり、その記録は現在の建築学科を
理解する貴重な記録となるものであり、その刊
行を期待し待ち望んでいる者のひとりである。
　工学部建築学科は、この4月に新設の葛飾
キャンパスへ移転するとのこと、都心のなかの
都心の建築学科であったため極度に不足してい
た試作・工作・実験などの施設・スペースおよ
びキャンパス緑地などの問題が解消されるであ
ろうことから、この移転が50周年におこなわ
れることを、心から祝福している。
　部外者になって聞こえてくる当学科卒業生の
評判は‘実力あって真面目’というのが世間相
場になっており、社会に出たOB諸氏の努力蓄
積の賜によって高ランクの評価と信用を得てい
るようである。
　ここ数年、定年になったことを告げる初期の
卒業生からの年賀状が多く届くようになってき
ている。変化の周期の長い大学という組織で考

えれば、これでやっと世間的に一人前の建築学
科に成長できたといえそうである。
　これからの当建築学科を囲む社会環境は厳し
く、少子化・老齢化・インフラの老朽化・グロー
バリゼーションなどなど、問題山積の状態にあ
り、先が見えない時代になってきているといわ
れている。
　しかし、何時の時代でも先は見えないことが
当たり前であり、変化が起こらない時代はあり
得ない。
　不

ふ

易
えき

流行という熟語がある。不易は不変を、
対語の流行は変化を意味している。変化の激し
い時代であっても、変化しないことが厳然と存
在することは事実であろう。
　人間が動物である限り人間生活に不可欠な衣
食住の住が必要不可欠であり、住すなわち人間
生活を容れる容器である建築を扱う建築学科が
不可欠であることは不易である。
　動物は皆健全な子孫を残すために懸命に生き
ている。健全な子孫を残すための建築に関する
教育研究は、建築学科の不易の使命である。
　当工学部建築学科が、世の流行即ち変化に惑
わされることなく、不易を貫き、世界の東京理
科大建築学科に成長していくことを、私は期待
している。

工学部建築学科への期待
第一部教授　1999（平成11）年度まで在籍　井口洋佑

初期の建築学科メンバー（1973.6.2浜田先生を囲む会）

嘱託教授としての最終日の講義を終えて（2007.12.18）
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　昭和40年頃になると、工学部の整備も次第
に進み、第1期生の卒業時（昭和41年3月）に
は大学院修士課程を設置することができ、糸井
孝雄君と佐藤亘宏君の進学希望に応えることが
できた。続いて考えなければならないのが、博
士課程の設置であった。
　それについては、幾つかの解決しなければな
らない課題があったが、最大の難題が神楽坂地
区の校地の狭隘解消であった。そこで、野田校
地の一部を神楽坂校地と一体化利用すること、
すなわち野田校地のその部分の面積を神楽坂校
地にプラスすることで、この問題に対処しよう
とした。具体的には、野田地区で神楽坂工学部
の一部（分校）として昭和41年に学生募集が行
われた。入学時には、分校の専門課程は神楽坂
地区で教育するとされていたと聞いている。
　しかし、文部当局から、一つの学部の一つの
学科の授業は一つの校地で行わなければならな
いと伝えられて、野田校地を神楽坂校地に合算
することをあきらめて、昭和42年に野田地区
に理工学部が設置された。なお、二見秀雄教授
と森脇哲夫助教授が分校で1年生の出張講義を
行った。この分校の学生の卒業時（昭和45年）
は、野田地区には大学院が設置されていなかっ
たので、大学院進学希望者は神楽坂の工学研究
科修士課程で受け入れることとなった。二見・
平野研には立見栄司君が進学した。彼は工学研
究科の授業に出席して単位を修得し、工学修士
号を得たが、日頃の研究指導は理工学部の富沢
教授が行った。
　結局、糸井君・佐藤君は博士課程進学が不可
能になったので、その手当として建築学科助手
の席が用意された。
　その後、博士課程設置が悲願となったのであ
るが、先行設置されていた理工学研究科博士課
程に工学研究科修士課程から進学者があった場
合には、その指導教授であった教員が理工学部
博士課程の指導教授として指導することになっ
た。それを適用した課程博士第1号となったの
が昭和49年卒の村田俊二君（指導教授：幸田彰
先生）であったと記憶する。

　このような変則的状態が解消し、工学研究科
博士課程が設置されたのは1983（昭和58）年で
ある。

　1970（昭和45）年の終りごろであったと思う
が、建築学会の事務局に顔を出して油を売って
いたとき（当時、構造系委員会等の幹事役等を
していた関係で、しばしば事務局に立ち寄って
いた）、事務局員の一人が、「3月で幸田先生が
定年を迎えられるが、この話を知っている人は、
まずいない。何しろ、幸田先生は若く見えるか
ら」と話しかけてきた。
　私はまったく専門違いであるが、たまたま建
築学会大会の後の団体旅行でご一緒し、その人
柄に魅せられて、先生が環境工学分野の泰斗で
あることを学んでいた。当時、本建築学科では
環境工学分野の教授が欠員であったので、この
「大ニュース」を持って、武井正昭教授のとこ
ろに駆け込んだところ、武井教授は大変驚いて
「幸田先生が定年間近とは全く思っていなかっ
た。今直ぐに会いに行く」と腰を浮かせた。
　その後、武井教授がどのように行動されたか
は知らないが、首尾よく幸田先生を本建築学科
にお迎えすることができた。その後の、本学科
の環境工学分野でのお働きを云々する見識は私
にはないが、校舎がバリケード封鎖されたとき
の学部長としてのお働き等は真に「余人をもっ
て代えがたい」先生であったと感じている。

工学研究科大学院の創設期を振り返る
第一部教授　1999（平成11）年度まで在籍　　平野道勝

武井先生の建築学会賞受賞祝賀会で、幸田先生、日笠先生らと
（1983.7.2）
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　私は、1997年4月より2001年3月まで、助
教授として東京理科大学工学部第一部建築学科
にお世話になり、短い4年間ではありましたが
さまざまな経験をさせていただきました。2001

年4月に、縁あって自分の出身学科とは異なる
分野の現在の所属に、大きなチャレンジを求
め、異動しました。研究分野としては、力学現
象に対する数値シミュレーションということで
変化はほとんどありませんでしたが、教育を
担当する学部組織としては機械系の学科であ
り、考え方や取り組み方にいろいろな違いを感
じました。また、ここ数年は機械工学分野から
JABEEにかかわることとなり、工学教育全般に
ついても多くを勉強させていただきました。
　このような中でやはり強く感じるのは、自分
の学部時代および理科大で所属した建築学科に
おいて行われている設計教育の優れた点です。
機械系学科においては、設計という科目そのも
のが学部のカリキュラムから無くなっている大
学も多いと聞きます。私の担当する学科は伝統
的に設計を重視するところですが、機械系の設
計科目では与えられた条件によって寸法が変化
する程度で、コンセプトの設定から始まり独自
の形態を模索する建築設計とは大きく異なって
います。設計条件を満足する多様な解が存在す
る問題を解く建築設計は、工学教育における現
在の重要テーマであるデザイン教育そのもので
あることはご存知の通りです。また、私の専門
である数値シミュレーションは、対象とする現

象に対して具体的な問題設定を行い、それを解
決する手段をボキャブラリーの中から組み立て
るという設計作業そのものであり、建築学科で
得た経験なくしてこの分野に携わる自分は想像
できません。
　一方、製造業では、具体的な製造プロセスを
想定して設計が行われていることから、機械系
学科では実際に金属を切ったり、削ったりして
何かを作ってみると加工実習という科目があり
ます。また、製造プロセスの数値シミュレーショ
ンは近年の重要な研究課題であり、ものつくり
の面白さを直接感じられるのは、建築学科には
ない面かもしれません。

　さて、私の近況としては、理科大時代に研
究していた弾性棒の大変形解析理論を、自動
車用ワイヤーハーネス（組電線）の設計に応用
する研究や、学位論文のテーマであった非圧縮
弾性材料の大変形有限要素法を改良し、内視鏡
手術のシミュレーションなど医療分野へ応用す
る研究など、力学シミュレーションの適用が少
なかった分野にチャレンジしています。また、
最近ではCAEという形で建築以外の分野のシ
ミュレーションに携わる建築学科出身の技術者
に出会う機会も増えてきました。建築学科で培
われる能力は、工学において普遍性を持つもの
であり、今後も他分野で活躍する建築学科出身
者が増えていくのではないかと考えています。

建築学科から他分野へ
第一部准教授　2000（平成12）年度まで在籍　　山田貴博

スペイン、タラゴナの遺跡にて（2012年9月）

マーカ積分有限要素法による樹脂成型シミュレーション
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優れた水空間･光空間との出会い
　私は26歳の時、アメリカ合衆国の東のまち
にあるSyracuse 大学の大学院に留学する機会
に恵まれました。1966年からの2年間です。そ
して2つの感動的な空間に出会えたのです。ひ
とつは Manhattan の水空間 Paley Park （写真1）
であり、もうひとつは Cambridge の太陽光空
間 MIT Chapel （写真2）です。

感動の構造
・Paley Park

　この空間の
特徴は、正面
の粗肌壁をザ
アザア伝い落
ちる滝です。
幅12m・高さ
6mの正面壁
は、南面していて太陽直射光を浴びてきらめい
ていました。足元にある3段の階段を上がると、
滝しぶきが体全体を包み込み、滝音は前面の自
動車騒音をかき消してくれました。空間はまた
高さ4mのコンクリートレンガタイルの壁で囲
まれ、上部はニセアカシヤの枝葉で覆われて、
落ち着き感の高い空間でした。生き生きした目
覚めるような水の刺激による緊張感と、しっか
りした壁と枝葉による包み込みによる落ち着き
感が、お茶がおいしい Paley Park の水空間を
つくりだしていたのです。

・MIT Chapel

　この空間の光特徴は、暗闇の中に生き生きと
輝く一条の太陽光です。金色のメタルスクリー
ンに反射する太陽光は、直径4mのハニカム天
窓と白い大理石の祭壇と共に、空間を息づかせ
るはっきりした鉛直軸を作っていました。しば
らく暗い空間に座っていると、そこを取り囲む
荒レンガ壁を足元から照らす池面の反射光が見
え始めました。しっかりしたレンガの包み込み
が、この空間の落ち着き感を作り出していまし
た。設計者 Eero Saarinen は、彼が学生時代に

出会った地中海の満月とそこに広がる水平面の
静かな印象からこの空間が生まれた、と言って
います。太陽の間接光による生き生きした穏や
かな光刺激と、しっかりした包み込みによる落
ち着き感が、集中思考に適した MIT Chapel の
光空間をつくりだしていたのです。

設計への活用
　空間要素の表情を体験者にどのように知覚さ
せるかによって、そのひとが感じる心理効果を
論理的に予想できることは、建築空間の設計で
は心強い事です。ここにその理論を設計に活用
した二つの空間を示しました。ひとつは朝霞市
に設計した、お茶がおいしい縁側の雨水空間
です（写真3）。もう一つは国分寺市に設計した
集中思考に適した障子透光空間（写真４）です。
若い時に出会えた感動空間の設計原理を発展さ
せた理論によって設計した、水空間と光空間な
のです。

若い時の感動空間との出会いを大切に
第一部教授　2006（平成18）年度まで在籍　鈴木信宏

写真1　Paley Park（1967） 砕け飛び散る
心地よい水刺激 

写真3　朝霞の家（1989） 太陽熱を吸収し
部屋を暖め潤してくれる雨水

写真４ 国分寺の家（2002） 穏やかな障子
透過光

写真2　MIT Chapel（1956） 闇の中の穏やかな反射陽光
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　昭和55年（1980年）10月1日より、工学部
第一部建築学科助教授として、7号館9階南西
角部屋の一室から松崎研究室はスタートしまし
た。後期開設であったことから、第1回卒研生
は、昭和56年度からとなりました。研究室は、
昭和62年の夏には、7号館8階南西部に移動し
ました。昭和61年4月から、松崎研究室第2回
卒研生の中野克彦君を松研初代の助手に迎える
ことができ、教育・研究の面で本格的に動き出
すことができました。構造実験用加力フレーム
を新設し、研究室を閉じるまで、稼動率日本一
と学会で評される程に激しく実験も行い、多く
の研究成果を発表しました。
　この頃の教室は、計画系：武井教授・鈴木助
教授、構法計画系：井口教授・真鍋助教授、環
境系：久我教授・内田助教授、構造系：平野教
授・松崎助教授、防災系：森脇教授と、気力充
分な強者揃いの先生方で構成されていましたか
ら、研究にも教育にも、常に熱く立ち向かう環
境にあり、毎日が充実していました。
　中野君は、平成15年（2003年）3月に東京理
科大学で博士（工学）の学位を取得し、平成15

年10月には新潟工科大学助教授（現在、千葉
工大教授）として転出したため、同年に東京理
科大学大学院博士課程を修了し、博士（工学）
の学位を取得した松研17回生の杉山智昭君が、
平成15年10月より、松研2代目の助手となり、
教育・研究室活動を支えてくれました。
　平成2年4月に教授となり、平成19年（2007

年）3月に定年となりました。その後1年間嘱
託専任教授を経て退職し、平成20年4月から、
教授（非常勤嘱託）として、一・二部学部生お
よび修士生に対して、各１科目ずつ講義を受け
持ち、現在も続けています。
　この間、昭和57年3月の松研1回生18名（第
一部13名、第二部5名）卒業から、平成20年3

月の27回生12名（第一部6名、修士6名）まで、
第一部卒研生273名、第二部卒研生94名と一
緒に学び、修士修了生99名、博士学位取得者
12名（松研卒7名。他研卒3名、他大学卒2名）
を輩出し、多くの研究成果と有能な人材を世に

送る役割を果たすことができたことに満足して
います。このような思いは、松研生と限ったこ
とではありません。27年間の一部・二部、そし
て修士の学生諸君との授業から、毎日の学校生
活における触れ合いから、穏やかで楽しく、あ
るいは、怒り激闘するそれぞれの場で、互いに
懸命に頑張りあった時を深く思い起こせてくれ
るものがあることに満足しています。
　東京理科大学を離れ、外部の人達とのつなが
りが多くなる今日ですが、工学部だけでなく、
理工学部の卒業生との接触も多く、その広がり
に大きな喜びを感じさせてくれます。

　退職して6年になりますが、いろいろなチー
ムと研究開発に取り組み、第三者的立場からの
技術評価も行い、時には司法とも関わるなど、
日々慌ただしく過ごしています。
　昨年は、リスボンで開かれた世界地震工学会
議に出席した帰りにマドリードに寄り、学生時
代から見たいと強く願望していた、トロハが構
造設計したサルスエラ競馬場スタンドを訪ねる
ことができました。

学生諸君と懸命に頑張り合った時代
第一部教授　2007（平成19）年度まで在籍　松崎育弘

念願のサルスエラ競馬場を見学
トロハ（スペインの構造設計家）の構造美に感銘
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　28年半勤務した京都大学を辞し、単身赴任
で本学へ着任したのは1999年10月であるから、
卒研生を受け入れた期間は僅か8年間である
が、私にとっては短くはあってもそれまでの人
生より公私ともに非常に濃密な教員生活であっ
た。
　京都大学在職中の私の専門分野は地震工学
であり、構造物と地盤の動的相互作用に関す
る研究や不整形地盤（地形・地層構成の空間的
変動の著しい地域のことで、震害が集中する）
の理論的及び実験的研究を総合した「不整形地
盤域にある構造物の振動性状に関する研究」で
1994年に日本建築学会賞（論文）を受賞してい
る。
　理科大着任時には、これらの研究を発展させ、
卒業研究のテーマとしても生かせるように、そ
れまで経験の少ない常時微動研究を立ち上げる
ことにした。幸いなことに助手の採用を許され
たので、建築学領域に限定しないでこの専門分
野の研究者を探し、北海道大学地球物理学専攻
の特別研究員・長郁夫博士（2000-02）を招聘し
たが、開設間もない研究室を軌道に乗せるため
に大いに奮闘してくれたことは有難かった。長
博士転出後も同じく地球物理学出身で亀裂動力
学の専門家・多田卓博士（2002-08）と共に、科
研費等の外部資金を工面して地震計を整備しつ
つ、神楽坂校舎1号館や地盤の微動観測を進め
た。研究室のメインとする研究「常時微動のア
レイ観測による地下構造探査」は、実務的では
ないことに加え、理論が難解なため学生には不
人気な研究室であったが、多くのサイトに於い
て研究室全員で観測したデータを、二人の博士
が中心となり精力的に解析し、国内外の権威あ
る専門誌に10数編の論文を発表することがで
きた。
　担当した授業科目数は京大時代の5倍である
が、コアとなる防災工学では学部生としてはか
なり高度な耐震構造解析法を講義できたのも学
生の資質と、1年次の授業「線形代数」で鍛えら
れた基礎学力のお陰と思う。地震時の建物の「共
振現象」を視覚化する教材として門型フレーム

模型を小型振動台で強制加振するシステムを試
作した。それを用いた振動実験は演習科目での
学生のみならず、毎年8月に行われたオープン
キャンパスの学科紹介コーナーでもお披露目さ
れ受験生・父兄に好評であった。
　着任直後は教授見習い扱いであり、補職とし
て就職幹事から始め、激務の教務幹事、学科主
任を勤めたが、権利意識の強い学生による申し
立てに対して、係争回避のため多額の経費負担
をも厭わない姿勢に私学経営の要諦を垣間見る
思いをした。また、重い病気で1年休学・療養
の後、復学・卒業・就職した学生の不屈の精神
力に感動することもあった。
　腎臓の体外衝撃波結石破砕術（ESWL）の失敗
で大量出血・輸血で10日間入院したのを皮切
りに、脊柱管狭窄症と甲状腺の病気で2回入院
し、2002年からの4年間に様々な症状で通院し
た診療所の診察カードは計20枚になるほどの
病魔に襲われ、学科の諸先生や研究室の皆さん
にご迷惑をお掛けした。
　しかし、退職後5年過ぎた今では、実験の打
ち上げや卒論・修論発表会の度に夜遅くまで研
究室で若い学生達とチャンコ鍋等を囲んだこと
や、微動観測やゼミ旅行で各地を旅した楽しい
思い出のみが脳裏に残るのである。

苦闘 8 年の思い出
第一部教授　2007（平成19）年度まで在籍　篠崎祐三

尾瀬2007年9月



179

元
教
員
か
ら
の
こ
と
ば

4

　工学部建築学科50周年おめでとうございま
す。キャンパスも新しくなり、ますますのご発
展をお祈り申し上げております。
　さて、私が工学部建築学科にお世話になるよ
うになったのは、1999年4月からでした。それ
から2008年3月までの9年間お世話になった
ことになります。私は理科大に来る前は、3年
間横浜国立大学工学部建設学科で助手として勤
め、理科大のあとは、母校である東京大学にお
世話になり、今に至っております。早いもので、
それから丸5年が経ちました。
　私がはじめに理科大に行ったころは、建築学
科はその発祥の地である神楽坂キャンパスにあ
り、私の研究室は7号館の9階にありました。
7号館は各フロアに原則2研究室が入る構成と
なっており、その横に少し狭めだけどヒューマ
ンスケールとは呼べる製図室がそれにくっつく
形で配置されておりました。
　私は、井口名誉教授の後任ということで採用
されたのですが、井口先生が嘱託教授としてま
だ何コマか授業をお持ちになられ、また、井口
研の学生も数名残っていたので、最初の3年ほ
どは、井口・大月研というような形で部屋を使っ
ておりました。初めは、旧井口研の部屋を半分
ほど使って大月研が始まったのですが、初年度
5名の卒論生が入ってきました。この5名の研
究室最初の仕事は、部屋の壁を真っ白に塗るこ
とでした。みんなの頑張りで、たばこのヤニに
くすぶられた部屋が真っ白になったことを覚え
ています。が、私もそのころは喫煙者だったの
で、すぐに元通りの色に戻ってしまいました。
　さて、7号館9階のお隣の研究室は、真鍋研
でした。大月研にはまだほとんど資料や本がな
く、ほぼ空っぽの状態であったのに対し、膨大
な資料を駆使して研究を行っていた真鍋研はす
でに、三次元的にきわめて高密に部屋を使って
いました。その対比が大変に面白かったことを
覚えています。だけど、間もなく大月研も同潤
会アパートの調査のための資料でどんどん容積
率が増えていき、しまいには、真鍋研とあまり
変わらないくらいの高密状態になってしまいま

した。
　2006年に、神楽坂から九段下に引っ越すと
きは、学生たちと一緒に仮設足場用の単管パイ
プとシナベニヤの合板で、机と棚を一体化した
ラックをつくり、神楽坂の高密な状態をそのま
ま維持することになりました。九段校舎は、も
ともと日本住宅公団の本社ビルであり、私も仕
事の打合せで何回か訪れた経験がありました。
公団時代だった時の印象は、やはり高密に住み
こなされたオフィスビル、といった感じの空間
でありましたが、せっかく内外装共にきれいに
なり、新しい環境に引っ越すというチャンスが
ありながら、神楽坂の高密状態をそのまま引き
ずってしまったので、九段校舎の大月研も昔と
変わらない状態になってしまったわけです。そ
して、今の私の本郷の部屋も、高密なままなの
です。

工学部建築学科 50 周年おめでとうございます
第一部准教授　2007（平成19）年度まで在籍　大月敏雄

九段校舎に設置した単管パイプとシナベニヤの机兼用棚
（2006.3.11）

大月研究室最終年度の修士論文発表会打上げ。九段校舎
（2008.2.20）
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　1973（昭和48）年に専任講師として着任して
から昨年3月までの39年間は、専任教員とし
て正規に在籍した期間としておそらく学内最長
クラスであろう。その後も、授業や修士論文の
指導、後任熊谷先生への諸般の伝達、さらに
50年史の作業で毎日のように大学に来ており、
実質40年の大学生活であった。この建築学科、
特に研究室での生活が、大学を出てからの我が
人生の殆どであった。講義や研究については、
退任記念行事等いろいろな機会に話しているの
で、ここでは研究・教育以外の面での40年を
振り返る。研究室の思い出が多くを占めるが、
それ以外の学生諸君とも実にいろいろな場で接
して来た。

　卒業研究が忙しくなる前の梅雨入り前ごろ、
研究室対抗スポーツ大会が行われているが、こ
れには着任時から参加し、翌年から退任まで幹
事を務めて来た。参加とは実際に試合に出るこ
とを意味するが、小生が試合に出なかったら万
年最下位の真鍋研が優勝するという事態が２年
続いたので、それを機に試合に出るのを辞めた。
　部活動については、着任早々ユースホステル
同好会の顧問になり、部員減少で廃部になるま
で続けた。結婚式の仲人は25組引き受けたが、
その内3組がユース部員である（なお、理科大
生協の理事長をしていた縁で、生協職員の仲人
もしている）。近年ではサイクリング同好会の
顧問を務め、登坂レースで１年生に勝っている。
　女子学生の比率が少ない頃、ハードな真鍋研
を志望する女子は少なかったので、夏期やス
キーの合宿には、授業中に女子学生を誘うとい
う暴挙（快挙、とも言う）に出て、男女比率の

適正化を図ったものである。某女子大で非常勤
講師をした際に卒研生を受け入れていたのも同
様（40人中成婚11人）だが、後に本学の建築学
科にも女子が増え、その必要は無くなった。
　研究室では例年夏休みの他、スキー人口が多
い時代には冬・春のスキー合宿に行っており、
普段以上に密接な人間関係を結んだ。夏期合宿
の行き先は、当初は伊豆諸島だったが、バブル
期には韓国・グァム、近年では台湾・韓国など
海外にも行って、高密度な旅を楽しんだ。
　建築見学ツアーについては、建築学科1期生
の時代から記録があるが、学科としての海外建
築視察は実現していない。小生が引率する建築
視察は1992（平成4）年春に後輩の他大学教員
とともに行った英国・スペインが初めてだが、
翌年からは本学生協の企画として、定年までに
13回実施した。副隊長の同行、事前・事後の
ゼミ、記録冊子作成等、至れり尽くせりの濃厚
課外教育の成果は大きかった。2週間も行動を
共にすることで、卒研生以外の一般学生と濃い
人間関係を結ぶ事ができたのも、建築視察とと
もに重要な成果であった。
　こうした旅行等では、機あるごとに全員を集
めて集合写真を撮るようにしている。各種の集
会でも記念写真を撮る例は少ないので、単なる
来客である小生が何故か号令をかけて撮る事も
よくある。例年行なわれている野田授業では（制
作課題が始まってから教員では小生だけが毎年
みずから制作していたが）、何組かに分けた学
生写真は撮っているものの、全員で集合写真を
撮らなかったのは心残りである。

いつも学生諸君といっしょだった
第一部教授　2011（平成23）年度まで在籍　真鍋恒博

真鍋研初年度のサッカー大会。ユニフォームは下着用のシャツ
に型紙とスプレーで手作り。（1973.10.23代々木公園）

海外建築視察：Nimesの水道橋Pont du Gard（2011.3.30）
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工学部建築学科は世界の大学のモデル
　1980年から17年間工学部建築学科教授、内
9年間第二部建築学科主任、一時期工学部第2

部学部長を務めた私にとって、理科大は極めて
楽しく有意義な職場でした。
　「東京理科大学工学部建築学科は、21世紀の
世界の大学のモデルである」と在任中感じてい
たことについては、既に書いて来ました（註）。
その理由の第一に第二部の存在があります。
多様な学生たち――第一部と第二部交流の刺激
　何かに熱中し受験勉強経験のない学生、建築
士資格がある学生、問題意識を持ち入学する編
入生など、第二部学生は多様です。推薦入試の
面接では、試験官を感動させる受験生が少なく
ありません。66歳の編入生が工学部第二部総代
として壇上で証書を受け取り、武道館で万雷の
拍手を受けた情景は忘れられません。
　ゼミ合宿や卒業研究で、この多様な第二部学
生と、偏差値ではわが国トップレベルの第一部
学生が出会い、お互いに文化的ショックを受け
ます。
私語や抜け出しのない第二部の教室
　授業中の学生の私語や抜け出しは、第二部の
教室では殆どありません。2回連続休講した非
常勤講師は、学生から詰問されました。
最先端の情報ネットワーク環境
　在任中の理科大の情報ネットワーク環境は最
高でした。建築系でインターネットを教育・研
究に使えたのは、日本の大学では最も早かった
と思っています。
都市を考える上で最高の立地・神楽坂
　私の在任中建築学科の立地は神楽坂でした。
　第二部の設計製図Ⅲは、神楽坂の敷地で調査
から設計までの課題でした。93年からは、神楽
坂の魅力に惹かれ学生と共に関わっていた「神
楽坂まちづくりの会」会員に学生作品を評価し
て貰う集いを行ない、これは学生に強い刺激を
与え2002年まで続きました。
火災科学研究所の存在
　1982年死者33名のホテルニュージャパン火
災、83年死者11名の蔵王観光ホテル火災、87

年死者17名の特別養護老人ホーム火災では、
警察より火災科学研究所に鑑定依頼があり、私
も学生たちと共に関わりました。
私の誕生会と塚田さん有難う会
　赴任した年以降、学生たちが毎年私の誕生会
をしてくれました。第二部開設当初から設計製
図担当助手だった塚田幹夫氏が、2004年管財
課への転職で卒業生が企画した「塚田さん有難
う会」は感激的でした。学生と教員の関係が素
晴らしいのも建築学科の特徴です。
IFMA World Workplaceに集まった卒業生
　1995年秋、マイアミで開催された国際ファ
シリティマネジメント協会（IFMA）主催の会議
では、MIT客員研究員だった仲隆介（81年1部
卒、京都工繊大教授）、カーネギーメロン大学
院留学中の梅田敦子（94年第二部卒、CBREの
Senior Research Analyst）、コーネル大学院留学
中の月舘（鈴木）君枝（90年第一部卒、育児中）
の滞米中3君も参加。出席者から「沖塩研のパ
ワーは凄い」とのコメントを貰いました。
続いている卒業生中心の勉強会
　2006年9月から沖塩研と第二部総合設計の
卒業生中心に始まった年3回の勉強会は、石橋
敦之幹事長（81年第一部卒）らの努力により、
神楽坂校舎9号館11階に関わる卒業生中心と
枠を広げて「神楽坂911会」と名付け、続いて
いる。
　2013年3月の会では、昨年退任された真鍋
先生からお話を伺った。
 

世界の大学のモデルと感じていた工学部建築学科
第二部教授　1996（平成8）年度まで在籍　沖塩荘一郎

註：「東京理科大学工学部第二部は21世紀の大学のモデ
ル」、 『夜だからこそ学べる』、 2006.6、p.68；「21世紀を
先取りしている理科大第二部」、『理大科学フォーラム』、
2001.9、p.48-49；「恵まれた環境での教育・研究21年」、
『理大科学フォーラム』、2002.10、p.38-41；「理科大はこ
んなに楽しいところだった」、『ここは牛込・神楽坂』9号
1997冬号 ,、p.33-36

2013年3月の神楽坂911会
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　1996年4月から6年間、建築学科第二部に勤
務しました。約50年前、米国のペンシルベニ
ア大学の建築、都市計画の修士課程に留学した
経緯があり、米国では建築教育、特に設計教育
においては、高校から直接学部教育を受けるよ
りも、より広い経験、例えば他学科や社会人の
経験を積むことの方が望ましいという考え方に
基づき、修士課程しか持たない大学が主流と
なっています。その意味で、理科大建築学科の
研究室に大学院生、第一部、第二部の学生が一
体となったゼミが持てることは大きな特徴とな
ります。私は研究室の全メンバーが、私を含め
て平等な立場で議論（ディベート）する訓練が
大きな力になると考えました。日本人にとって
は、この議論力は、国際的に見ても最も苦手な
分野です。
　さらに当時数多くあった学生のための設計コ
ンペに積極的に参加することを求めました。こ
れは一種の他流試合であり、これを体験するこ
とは、その後の設計活動において極めて有効で
あり、そのためには高い議論力が必要です。こ
の議論力とは、単に相手を言い負かすことでは
ありません。自分がユニークなアイデアのつも
りでも、他の人にとっては陳腐であったり、自
分では平凡と思うアイデアが他人にはユニーク
であったり、右か左か悩んだ際も他の人からの
一言で決断が出来たり、設計の課程は議論に
よって大きく進展します。従って、コンペの応
募は一人でやるよりも、なるべく異種のメン
バーと組むことが重要です。志水研では週一回
の総合ゼミに全員出席し、応募案をめぐって全
員が議論し、その結果をふまえて各チームが応
募することを求めました。
　6年間の在任中の後半3年間にこの実験を続
けましたが、最優秀作品から佳作に至るまで全
てを含めると40作品に及び、他大学の参加者
の間から“志水研現象”と呼ばれて注目されま
した。また“ウチの学生がやっと入選したと思っ
たら必ず上に志水研がいた”とボヤかれたこと
もあります。この現象は一緒に議論した仲間の
一人が入選すると、全体の意気が上がって続々

と後続が現れ、益々盛り上がるという好循環を
生みます。
　昨年11月、“SDレビュー”と呼ばれる若手建
築家の登竜門と見なされるコンペに2002年修
士の水野義人君が入選しました。12年前に種を
まいた結果がようやく結実したと喜んでいま
す。今、若い人達がだんだん内向き志向になっ
てきて覇気に欠けるという心配があります。国
内の建築市場も狭くなるばかりです。今後は、
究極の他流試合である国際コンペで大きな成果
が出ることを期待しています。

究極の他流試合
第二部教授　2001（平成13）年度まで在籍　志水英樹

■SDレビューは、実際に「建てる」という厳しい現実の
中で設計者がひとつの明確なコンセプトを導き出す、思
考の過程を、ドローイングと模型によって示そうという
ものです。実現見込みのないイメージやアイデアではな
く、実現作を募集します。
1982年、建築家・槇文彦氏の発案のもとに開催され、「建
築・環境・インテリアのドローイングと模型」の展覧会
（代官山と京都）とその誌上発表という形で毎年行われて
おります。
今年で27回を数える本展の特徴は、月刊『SD』1996年
1月号の特集「SDレビューの15年」にまとめられてお
ります。

■作品名
様々な思考と休息
■設計者
水野義人
（いえつく）
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　私は、1962年（昭和37年）4月に工学部建築
学科の第一期生として入学しました。
　1年生の後期に入っ
て、クラスの中に気の合
う連中のグループがで
き、皆で何か建築の勉強
になる事をしようという
ことで、その頃丁度計画
のあった2号館北側の8

号館増設工事の8mm記
録映画を製作しました。
この映画作りによって、
建物が造られていく過程
を知り、多くの事を学ぶ
ことができました。これ
をきっかけとして、グ
ループは、日本の防火の
歴史のポスターセッション、S39年6月に発生
した新潟地震の被災地調査（横山不学先生から、
初めてクイック・サンド現象（現在で言う「地
盤の液状化現象」）と言う現象を教えて頂いた）、
また、非常勤講師の先生の設計事務所での設計
コンペの手伝いや武井正昭先生の呼びかけで
行った高等学校の新旧校舎の模型制作などを夢
中になってやったという充実感を得ました。こ
うした経験は、我々一期生にとって、将来専門
家として歩んでいくための大きな財産になった
と思います。
　このような充実した学生生活を終え、1966

年（昭和41年）、コンクリートプレハブ専門の
施工会社１年、母校の大学院修士課程2年、他
大学の博士課程3年の後、1972年（昭和47年）
工学部建築学科の助手に就任しました。その４
年後1976年4月工学部第二部建築学科の設置
に伴い第二部専任教員に移動し清水研究室を開
設しました。研究室といっても、開設の年から
3年間は、第二部の卒研生は居ませんでしたの
で、第一部の森脇哲男研究室と合同の森脇・清
水研究室として材料部分特にコンクリート系構
造材料を中心とした卒業研究を担当しました。
　第一部建築学科が設置（昭和37年）されてか

ら昭和49年（この年の12月に浜田稔先生が亡
くなられました）までは、浜田研と森脇研は普
段は各研究室個々に卒業研究の指導をしていま
したが、第二部の卒研生が出るようになった昭
和54年からは森脇研究室（防火・防災担当）と
清水研究室（材料・施工担当）が一緒になって
卒業研究指導をすることになり、材料防災系研
究室（森脇研究室・清水研究室の合同名称）が
スタートしました。
　これ以後、清水研究室はコンクリート系材料
を主とした研究に取り組みました。当研究室で
は特に実用化技術に焦点をあてた研究を行い、
高強度コンクリート、高流動コンクリート、人
工軽量骨材コンクリート、施工工程管理用試験、
耐久性補修等々に関する実大実験研究や現場実
験研究を行いました。
　2008年（平成20年）3月、定年退職に伴い後
任としてこの建築材料防災系研究室は今本啓一
先生に引継がれることとなり、さらなる飛躍が
大いに期待されます。

一期生の思い出　そして材料防災系研究室の継承
第二部教授　2007（平成19）年度まで在籍　清水昭之

8号館建設記録

二部卒研発表風景（S55）

材防研40周年
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　私が30年勤めた設計事務所から理科大学に
移ったのは、1997年の4月であった。3月31日
まで飯田橋駅の水道橋側にいて、4月1日に同
駅反対側の神楽坂9号館11階の旧杉山研究室
に顔を出した。そこは廃屋状態であり、最初の
仕事は、隣の直井研究室に雑巾とバケツを借り
に行くことであった。幸いに、卒研生の配属が
決まっていて、まじめな学生が数人顔を出して
くれたので、片づけを始める事ができた。
　卒業以来、大部屋の設計事務所で仕事をして
いたので密室は苦手であり、部屋は全て間仕切
りを極力少なくしたスタイルとした。神楽坂で
の2回の引越し作業は、部屋の間仕切りを撤去
することから始まっていた。
　九段下に移るときに、真鍋先生からの「寺本
研をガラス張りにして、EVホールに光を入れ
たい｣ という申し出を承知して、以後、皆さん
が帰る時には私に挨拶をして帰られるという状
況となった。ガラス張りは快適ではあったが、
飲み会の時にはやむなく衝立を立ててその中で
ひっそり行っていた。
　思い出の写真をいくつか紹介させて頂く。写

真1は、寺本研の看板である地震を押さえ込む
「要石」の錦絵を囲んでの記念写真である。また、
毎年のゼミ合宿では白馬村の山小屋で行った
のが写真2であるが、男性陣は雑魚寝で大変で
あった。その時の餃子パーティが写真3である
が、メインイベントの一つで盛り上がったもの
であった。写真4は授業風景であるが、第二部
において「構造力学」と「構造計画」を、大学院
において「構造力学特論」を担当したが、研究
室の大学院生諸氏には授業嘱託として構造力学
演習の解答や採点の手伝いをしてもらった。毎
週のことであるので大変な作業量であったが、
皆さんの協力で何とか対応できた。また、平野
先生のご厚意により、森北出版から3冊の教科
書として授業用資料を整理したものを出版して
いる。
　このような状況の中で、大勢の卒研生と大学
院生に恵まれ、楽しく12年間を過ごさせて頂
いた。人に教えるということに不慣れなままに、
自分の生きざまを見せることで代用してしまっ
た気がするが、良く付き合ってくれた学生諸氏
に感謝する次第である。

寺本研究室の思い出
第二部教授　2007（平成19）年度まで在籍　寺本隆幸

写真1　神楽坂の研究室（2006年）

写真2　白馬の小屋でのゼミ合宿（2008年） 写真4　授業風景

写真3　白馬の小屋での共同作業（2008年）
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　ちょっと大げさな表題かもしれません。私
は、2011年3月に研究室を閉じたばかりですが、
そんな成り立てのOB教員として、さて、どう
しても言い残しておきたいことは何だろうかと
自問を重ねた挙句、ふと思いついた表題です。
その主旨を先にいっておきますと、大学におけ
る「研究室」という教育の形態は大変すぐれて
いて、特に現代ではかけがえのない教育の場に
なっていると痛感してきましたので、今後も、
ぜひ形骸化などさせることなく、大切に守って
いっていただきたい、ということです。
　改めて考えてみていただきたいのですが、研
究室って、そもそも何なのでしょうか。常識的
な言い方をすれば、もちろん研究をする場所と
いうことになるのでしょうが、そこに集った人
たちにとっての本質的な意味は、もちろんその
言い方だけで終わるものでないことは明らかで
すよね。適確に表現するのはなかなか難しいの
ですが、私の考えでは、この世知辛い世の中で、
運良くその存在の正当性が認められた、若者の
成長のための一種の解放区なのではないかと思
うのです。
　すなわち、学部の3年または4年までで一通
りの知識を得た若者が、卒研であれば１年間の、
修論であればさらにもう2年間の、また博士を
目指すごくまれな場合であればさらにその上3

年間以上の時間的猶予を得て、実社会で活躍す
るための準備をじっくりとすることができる場

所。別の言い方をすれば、若者にとって、規制
や義務が極端に少なく、参加の仕方にもよりま
すが、相当な実りが期待できる場所、あるいは、
その気になればいくらでも自分を強くできる場
所。きわめて肯定的、積極的な意味で人生のモ
ラトリアムが許される場所。現代の制度として
の若衆宿。ちょっとかっこよすぎる言い方にな
るかもしれませんが、幕末期の私塾の現代版。
そういう一種の解放区になっていると言ってい
いのではないでしょうか。
　高等教育の一形態ですから、もちろん先生は
学生たちに何らかのことを教えるわけですが、
それはほんのきっかけに過ぎず、伸びる力を
持っている学生がそれこそ自分自身の力で伸び
ていく場なのです。私の研究室でも、能力面、
人格面で、目を見張るようなめざましい成長を
遂げた若者を何人も見てきました。本当にうれ
しい経験でした。
　私自身の経歴としても、この研究室という形
態のなかに、学生時代には卒研生として1年、
修士に2年、博士に5年、計8年もどっぷり浸かっ
ていましたし、社会人になってからは、若干の
実務経験を経たあと本学に奉職し、自分自身の
研究室のあるじとして32年間も過ごしてきま
した。研究室生活、実に合計40年。ノーテン
キな言い方に過ぎるかもしれませんが、これ以
上ない楽しい人生を送らせていただけたことに
感謝するばかりです。

高等教育の一形態としての「研究室」
第二部教授　2010（平成22）年度まで在籍　直井英雄

研究室風景 卒論発表打ち上げ（2007年12月1日）
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　工学部一部・二部建築学科の卒業生から何名かの方々に、
学科創設50周年を記念する寄稿をお願いした。本来はもっ
と多くの方々に寄稿をお願いしたいところであったが、紙面
の制約もあったので、創設時から学科の歴史の概ね前半（工
学部第一部建築学科では28期ぐらいまで）の築理会メンバー
の中から、編集委員会の一存で適宜指名した。ありがたいこ
とに、全員から寄稿がいただけた。

4–2.  卒業生からのことば
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　私が入学したのは1963年です。11月22日に
ケネディ大統領の暗殺事件が発生しました。大
学では学園祭が開催されており、衛星（世界初）
で送信された写真が掲載された号外が会場に掲
示され強い衝撃を受けました。忘れられない年
として鮮明に残っています。
　2年の1964年6月16日の13時頃、新潟地震
が発生しました。私は教室の机に腰をかけて友
達と話していました。信濃川に架かる昭和大橋
は開通直後にかかわらず落橋し被害の象徴とし
て有名になりました。現地へ調査に行った友人
もいました。先生からはお褒めをいただいたよ
うです。
　神楽坂での学生生活は瞬く間に過ぎ、卒業論
文は碓井先生の指導をいただき「鎌倉の都市計

画」を選びました。戦後の著しい都市化に伴い
宅地造成の波は京都、奈良、鎌倉等古都に及び
古都の景観を守ろうという機運の高まりにより
「古都保存法」が1966年1月に施行されました。
南条、細野、菱沼のメンバーで鎌倉市役所、商
工会議所、寺院等へ調査に出かけました。
　ちなみに鎌倉は、富士山とともに世界遺産登
録の可能性が高いようです。
　最後になりますが、私たちの学年担任は井口
先生です。先生には大変お世話になりました。
「君たちはこれから就職と結婚という人生での
重要任務を乗り切らなければならない」とハッ
パがかかりました。お陰様で集中して取り組み
任務は達成できました。
　理科大の大学生活は、思い出深い4年間で
あったと思います。

（アール・ディー・メックス） 

園延弘樹
第一部・1967（昭和42）年卒

碓井研究室

思い出深い４年間

　工学部建築学科創設50周年おめでとうござ
います。私はこの学科を卒業した事を誇りに持
ち、また、後輩達もそれなりに評価される学科
に成長した50年だったと思います。浜田稔教
授、二見秀雄教授、平山嵩教授、それに横山不
学先生等から学習した建築学を身に着け、卒業
後はゼネコンに就職して、建築技術開発で一生
を通しました。本学の建築学科で学んだことを
基本にしながら社会で仕事として通用させるた
めに、卒業後も常に学習が必要であリます。仕
事で色々な先輩方や先生方と接し、人間関係を
通じて多くの建築工学を習得し、成長する専門
分野で社会貢献ができた事は大変に幸せな人生
でした。
　第二の人生は「自分で学ぶこと」です。社会

人として学習したやり方をベースにこれからは
一人で学ばなければ誰も教えてくれない世界で
す。
　45年間、色々な方々から受けた御厚誼を財
産として振り返りながら、新たな活動を始めた
ところです。学んだ財産は磨き続けなければい
つまでも役には立たない。今年70歳を超えて
新しいことに挑戦するためには頂いた多くの財
産を少しずつ入れ替えながら、それが、老後の
楽しみを増すことにも通じます。
　人生85年を定年として、残りホールの15年
間のバックナインのスタートに就いたところで
す。「自然と生きる」ということを考えながら、
新たな人と接することにより、新しい人生が開
拓できると思っています。新しい学び舎で、今
年からからスタートする工学部建築学科の100

周年に向けて、学科のさらなる発展を祈念いた
します。（函南町の山小屋から）

（モリモト工学研究所）

建築学科創設 50 周年
おめでとうございます

森本　仁
第一部・１期生、1966（昭和41）年卒

井口研究室
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　理科大出身で「洋画界で活躍」ということで、
光栄なことに2012年度「坊っちゃん賞」をいた
だきました。4期生は1学年の時、絵画の授業
がありました。東光会会員の豊島利右エ門先生
が非常勤講師でした。豊島先生は有楽町にあっ
た建築防火協会の常務理事をされていて、その
関係で学科主任の浜田稔先生と知り合いでし
た。浜田先生も水彩画を描かれていて、いわ
ば絵の師匠役だったようです。授業は各週1回
だったかなと思います。石膏デッサンから始り、
静物を描いたり、ときには風景を描きに外へ出
たり。絵具は水彩でした。
　夏休みに宿題が出ました。僕は兄の道具を借
りて、初めて油絵を描いて出したのです。そう
したら豊島先生が「君、東光展という公募展が

あるから出しなさい」といって、連れて行かれ
たのがその後文化勲章を受章することになる
森田茂先生のお宅でした。風景・建物・花と3

点持って行きました。森田先生は「なかなか雰
囲気あるね。君は、風景を描きたまえ」とおっ
しゃった。それで2年になった春、50号ぐらい
の工場風景を描いて出したら、入選したのです。
　4年になって武井研究室に入りました。武井
正昭先生はカメラ好きで、OTスコープという
レンズを開発して「天空率」の研究をされてい
ました。この研究はその後建築学会賞を受賞す
ることになるのです。僕はOTスコープを横に
向けて街路を撮り都市景観を考察するという研
究を卒業研究にしました。卒業後も東光展には
出品し、その後日展入選・特選受賞・日展委嘱
となっていったのです。武井先生も退官後油絵
を描かれ、絵画の世界で再会することになるの
です。 （中西繁アトリエ）

中西　繁
第一部・1969（昭和44）年卒

武井研究室

絵画の世界

　学部卒業のあとは大学院に進み、九州芸術工
科大学（昭和43年開校）に同46年に赴任した。
この大学は小池新二氏が初代学長で、デザイン
を実践のよりどころとするバウハウスの教育理
念を礎に設立された。小池先生は当時の我が国
のデザインが「図案」的に解釈されることを憂
い、科学的根拠によるデザインを標榜し、学部
の名称は「デザイン」がなじまない（時期尚早）
との理由で「芸術工学」（氏によれば二語の合成
でなく一語で意味を持つ）と名付けたとしてい
る。
　小職の担当は「建築一般構造」と「建築生産」
で、理科大の真鍋先生と通ずるところが多かっ
た。当初はさまざまな新しい構法の開発を企図
していたが、一人で地方の小大学で扱う研究

テーマとしては不適当と判断し、建築技術の発
展過程を基軸としてデザイン、あるいは社会と
の関係を中心に研究を継続してきた。このため
もあって歴史的建造物の分野（調査・研究）に
携わることが多くなった。
　理科大の思い出は、大学と町との関係がある。
神楽坂という密度の高い、あるいは雑踏的な都
市環境の中にある教育機関はオープンスペース
豊かなキャンパスと比べ学生にとり条件が悪い
ように思われるが、建築を専門とするなら常に
身近に社会と接する、あるいは実物を訪ね最新
の建築思潮を体験できた環境がその後の研究や
教育活動にとって役だったようだ。悪魔のよう
な大都会の刺激も建築教育の糧となる。また、
卒業当時は大学の教員になるつもりも能力もな
いと思っていたが、真摯に取り組んだ理科大の
専門科目の内容はその後の教育者の卵にとって
非常に役に立った。当時の先生方のご尽力に感
謝。 （九州大学名誉教授）

片野　博
第一部・1968（昭和43）年卒

武井研究室

都会と大学

夜明けのブダペスト
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 　私の大学の思い出と言えば卒論、卒業設計
です。卒論は当時大久保に在った建築研究所で
乾先生の指導の下、「建築の開放感」をテーマに
実験のための模型造りから、実験、検討、まと
めまで小木曽研の5人で取組みました。この実
験は人間と建物の関わりを心理学的に捕らえよ
うとする新しいアプローチで、科学的な取組は
こういう手順でするのだと感じたことを思い出
します。
　卒業設計は当時話題のメタボリズムの影響を
受け、カプセル型の個室を家族の変化に合わせ
個室を取外しする集合住宅を設計しました。森
川君の家に何日も泊まり込んで、鉛筆の下書き、
手書の墨入れ、パース描きなど友人の手も借り
ながら時間との戦いを続けたことを思い出しま

す。2004年、30年ぶりに図面が見つかり、森
川君から図面の写真をもらいました。「まあ丁
寧に描いてあるけど、貧乏学生だったから白黒
画面だな。スクリーントーンをケチケチ使って
るな」と寂しい気分になりました。
　卒業後は電電公社に入社しました。公社には
園延先輩（S42年卒）がおられ、独身寮の同室
に迎えていただいて以来、地方の課長時代など
人生の重要な場面で先輩としてご指導いただき
ました。在学中も卒業後も理科大ということで
損をしたことが無いので良かったかなと思って
おります。 （メックステクノ中央）

小嶋美行
第一部・1971（昭和46）年卒

小木曽研究室

卒論、卒業設計の思い出

穂積秀雄
第一部・1970（昭和45）年卒

二見・平野研究室

旅立ち

　平成9年に地方都市の小さな大学に着任し
た。学生の就職先はその多くが社員数十名の
工務店などである。長年培った専門の鋼構造
のほかに、学生の強い要請で木質構造の授業
を担当してきた。この春、自ら定年を65歳と
定め、16年半の単身赴任に幕を下ろした。この
間、中越地震、中越沖地震の二つの地震を経験
し、机上での構造工学では不足することを痛感
した。溶接技能者や大工さんと学ぶ勉強会を数
多く行ってきたのはこのためである。
　着任して年月の浅い頃、卒業式を前にした
学生から問われた。「先生、卒業式には親が来
てもいいんですか？」、「もちろんいいよ。招待
状が行っていない？」、「おじいちゃんもおばあ
ちゃんもいいんですか？」

　聞くと、生まれ育った集落での初めての大卒
になるとのことである。おそらく、親が大卒で
ある割合は理科大の比ではなかろう。教員父母
交流会などでは、「大学とは」という話からして
いる。学生は素直で熱心ではあるが、卒業した
中学や高校は本人のみならず学校として受験戦
争とは程遠いものであったであろう。
　大学の評価や伝統は教育の質や研究の質だけ
で定まるものではなく、入学してくる学生の
育った地域環境や家庭環境、学生生活の充実度、
卒業生の活躍の様子など、もろもろのもので醸
し出されるものであろう。
　いまや理科大の建築学科はそれらが充実した
状況にある。歴史とともに培った名実ともに実
力校である。
　50年は、卒業生に新卒者から現役を退き改
めて豊かな人生を目指す方々までが初めてそろ
う年月である。大学として新たな旅立ちのとき
である。また、小生の新たな旅立ちのときでも
ある。 （新潟工科大学名誉教授）

同期会（2012.9.29）
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　理科大工学部建築学科が50周年の節目とい
うことは、昨年還暦の60歳の節目を迎えた10

期生の私は、建築の世界に足を踏み入れ40年
経ったことになります。修士を経て芦原建築設
計研究所に6年間勤務の後、30歳で独立し30

年経過しましたが、この間弊社では新規採用は
ほとんどが同窓生で、現在も小さな事務所なが
ら私を含めて4名が在籍しています。
　私自身の学生生活はと言えば、麻雀、パチン
コ、酒、アルバイトなどのことが思い出され、
授業や設計のことはあまり浮かんできません。
そんな私でも、何とか事務所を運営してこれた
のも、頼もしい同窓後輩の所員のお陰と思って
います。
　また私は現在、法定団体の神奈川県建築士協

会の会長を務めている関係で、神奈川県下の建
築行政の幹部や建設会社そして設計関係でも多
くの同窓生と知り合い、親しくお付き合いさせ
ていただき、大変お世話になっています。
　そこでその恩返しに、同じ地域の皆さんに同
窓の交流を深めていただけるよう、この度築理
会神奈川（全くの任意ですが）を立ち上げるこ
とにしました。建築学科が50周年から新たな
一歩を踏み出すこのタイミングで神奈川築理会
も新たな歩みを始めます。是非多くの皆様にご
参加いただき、同窓の輪が広がっていくことを
願っています。 （上原建築設計事務所）

上原伸一
第一部・1975（昭和50）年卒

井口研究室

築理会神奈川

光陰矢のごとし

松塚展門
第一部・1973（昭和48）年卒

二見・平野研究室

　祝創立50周年、入学から四十数年が過ぎた。
光陰矢のごとしである。岩国から上京し慣れな
い下宿、神楽坂に通学した時代が懐かしい。振
り返れば幼いころから故郷の世界的アーチ橋で
ある錦帯橋に魅せられ、その構造美を探求した
いと思い続けていた。そのためか小学校の卒業
記念文集には工学博士になりたいと夢を記して
いる。
　在学中は古典ギターの演奏に没頭していた。
もちろん建築学にも励んだ。特に二見秀雄先生
の構造力学は強く印象に残っている。そのため
卒論は二見・平野研究室に所属し、二見式速
算法とD値法の比較をテーマとさせていただい
た。その検証手段として当時は先端的であった
コンピュータのプログラミングを学んだが、こ

のことはその後の私の研究に大いに役立った。
　近年錦帯橋平成の再建工事に携わる幸運を得
た。私は錦帯橋のアーチ形状がカテナリー（懸
垂線）であることを発見し、日本建築学会で発
表していた。そのためこの再建工事では1673

年創建当時の設計意図まで感じ取ることができ
た。現在は錦帯橋を世界遺産にするための努力
をしている。岩国錦帯橋空港も再開した。ぜひ
皆様方には錦帯橋をご覧になり世界遺産化のお
力添えをいただきたい。
　まだまだ未熟な私ではあるが今後は微力なが
ら社会に恩返しをしたいと思っている。今日ま
でご指導いただいた全ての方々に感謝を述べま
とめとさせていただく。 （松屋産業）

錦帯橋
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　11期卒の石川です。私の入学当時は学園紛
争の頃で高校がバリケード封鎖になり授業はな
く、部活と読書と論破に勤しんでいました。高
校卒業２年でそろそろと思い立ち自由度の高い
建築に入学しました。卒研は幾つかの分野を迷
い、結局構造の平野研究室へ。修士1年から博
士課程の修了まで学部の構造力学演習のTAを
担当しました。この経験が2009年の日本建築
学会教育賞（教育貢献）受賞の礎です。建築界
は狭く卒業生と一緒の会では、今でも「力学の
単位を落とされました」と言われます。
　学位取得後すぐに小山高専に勤務し、2年で
日本女子大に赴任しました。女子大では教育・
研究と大学運営に携わることが多かったです
が、ハードとしての建築だけでなく、住まい手、

利用者を主語に建築・住居を考えるようになり
研究に広がりが出来、構造安全性の成立過程・
歴史や、荷重、使用性能、建物の振動性能（居
住性）と展開してきました。この結果が2011

年度日本建築学会賞（論文）受賞になったもの
と思います。
　建築主や建物利用者・居住者の視点から建築
を捉え、説明性に力点を置く頃から建築を社会
基盤にしっかりと位置づけることが重要で、そ
の追求から「建築社会学」の提唱になり、さら
に建築倫理へと展開することになりました（研
究室のHP参照）。
　3.11を経験し、首都直下地震への対応が最
重要課題になりました。人の判断が大事、専門
的な観点からジャッジできる人が今まさに社会
から求められています。それにはミクロな事象
に囚われず対象を巨視的に捉え判断することの
大切さを痛感しています。理大建築学科の更な
る飛躍を期待しています。

（日本女子大学）

石川孝重
第一部・1976（昭和51）年卒

平野研究室

工学部建築学科
50 周年に際して

相田幸一
第一部・1976（昭和51）年卒

幸田研究室

二つの恩師の言葉

　学生時代の恩師の言葉で今でも覚えており、
時々口にすること。「分からないことがあった
ら“どう”調べれば分かるようになるか。これ
を分かってから卒業しろ！」　この言葉をある
恩師の1年生の最初の講義でお聞きした。
　建築科を卒業しても、たかだか4年間の勉強
で何が分かるか?!　まして、4年間真面目に建
築学に取り組んでいなかった私に、この言葉は
社会に出てからの救いでした。今になって思え
ば、沢山の人間関係を創り、お互いに情報交換
をし、「この種の情報はこいつに聞けば大方のこ
とは分かる」という友人をどのくらい作れるか
が勝負！ということではないかと思う。この言
葉は、当時の生意気な私が思っていた「出席点、
糞くらい」との思いを益々増長させ、語学の再

試は当たり前、挙句の果てに卒業の直前には研
究室の恩師から「中葉も上なり」との慰め（？）
の言葉をいただいてしまった。
　さて、新潟市は政令市の仲間入りを果たし
丸6年が経過しようとしている。先輩政令市と
のお付き合いが多くなった。ド田舎の政令市・
新潟市でも都市計課長を始めとして7年も続け
て都市計画の部所にいると先輩政令市の課長さ
ん、部長さんとも親しくお話をしていただける
ようになり、「私は理科大の建築を卒業しまし
た。」との言葉をかなり聞いたように思う。こ
の時の親近感、安心感は何なのでしょう？そし
て、この方々から沢山の情報をいただいた。
　最近、大学時代に何となく都市計画に憧れて
いた自分を思い出し、また、最初の恩師の言葉
を思い出し、「大学時代に勉強しなくても、人と
の繋がりがしっかりあれば世の中渡っていける
のだー」と思ってしまう私です。

（新潟市役所）
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　学部から大学院修了までの6年間、神楽坂で
過ごした。14期である私の入学時点では建築学
科が卒業生を輩出してから10年程しか経って
いないが、すでに学科の目標と個性ははっきり
していた。建築学各分野の力を総合的に（ホリ
スティックに）身につけさせる方針である。建
築学科の指導は精緻であり進級も厳しく、いま
振り返ってみてもきちんと練りあげられたカリ
キュラム設定であった。
　それは東京理科大らしいスタイルでもある
が、出会った教師すべてに、この学科に正統的
な教育基盤を築こうとする熱意があったと思
う。4年になって、私は真鍋研究室（建築生産
コース／構法計画学）の門を叩くことになった。
その時期の真鍋恒博先生は、研究室の〈型〉が

できあがりつつある時期でもあったから、こだ
わりと若いエネルギーに充ちていた。
　結局のところ、この地での6年こそが建築の
専門家としての〈型〉をつくる歳月となり、す
べてはここから出発した。それは人生に必要な
知恵を身につけてゆく日々でもあり、研究室や
教室以外の、酒場を含む「サードプレイス」で
も多くを識り学んだ感触が残っている。学部時
代は東京理科大学管弦楽団での活動にも日常を
使い、ここでは他学科、あるいは他大学の友人、
プロの音楽家との縁も生まれた。
　いずれにしても、ものごとを取りまとめ解決
するためのヒントは、学生時代のさまざまな場
面に潜んでいた。それゆえ、この時代に出会っ
た恩師や友人たちすべてが私にとって大切な財
産である。東京理科大学の歴史、そして建築学
科50年の歴史とは、多くの人材を育て、人と
人とを見事に交わらせた歳月であったと感じ
る。 （安井建築設計事務所）

佐野吉彦
第一部・1979（昭和54）年卒

真鍋研究室

型を学んで、人を育てて

薩田英男
第一部・1978（昭和53）年卒

真鍋研究室

神楽坂キャンパスの記憶

　今年から葛飾新キャンパスへ移ることもあ
り、懐かしい学生時代の神楽坂キャンパスの記
憶をたどってみたい。北海道の地平線を見て
育った自分にとって都道を挟んで建つ校舎群の
狭さにはただただ驚かされた。入学案内に使わ
れていたキャンパスの全景は外堀の上から撮影
したもので、高校生のわたしは密集した東京の
ど真ん中に親水公園付の広いキャンパスの大学
があると勘違いしてしまった。入学当初は、毎
日そそり立った壁に囲まれて通学していた所為
か、都会生活に不慣れなこともあり軽度の閉所
恐怖症にかかっていたように思う。
　そんなこともあり、自然に帰りたい思いで山
登りの同好会に入った。因みにいまも公私共に
お世話になっている真鍋教授が顧問を務めてい

た。部室のあった2号館の屋上から低層だった
9号館越しに外堀や土手の桜を遠望し気を休め
ていた。また週末には上州武尊にあった同好会
の山小屋に入り浸り、課題提出があるたびに山
から下りてくるという日々を送っていた。建築
学科は設計を始め、構造、環境の提出物が多く、
4年で卒業できたのが奇跡のように思えるが、
同好会の同僚の石田君が成績優秀で助けてくれ
たおかげと感謝している。
　早いもので卒業して35年が経つ。現在は設
計事務所を主催する傍ら、数年前から母校で非
常勤講師を務めている。校舎群がひしめき合っ
て建つ様子は当時と変わらないが、8号館のリ
ニューアルも含めて四方に出入り口ができ、外
堀側から神楽坂までずいぶん有機的に街とつな
がりだしている。面影の残る7号館を歩くとき、
ふと青春時代の自分にかえったような錯覚に陥
ることがある。 （薩田建築スタジオ）
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　私は、昭和52年（1977年）に入学し、初めて
神楽坂にきた。入学当時は、学業よりも神楽坂
近辺を徘徊していた。
　当時の神楽坂には今よりずっと個性的な店が
あった。中でもよく覚えているのは、名画座の
「佳作座」と喫茶店「美学」である。佳作座は、
少し前の映画を安く見させてくれる映画館であ
る。今はこの手の“名画座”はほとんど姿を消
してしまったが、当時は我々貧乏学生のたまり
場だった。
　授業を抜け出し、よく通ったものである。少
しの罪悪感と何とも言えないわくわく感が入り
混じった時間であった。
　珈琲美学は当時憧れていた薬学部のマドンナ
との出会いの場であった。地方から上京して、

喫茶店でデートをすること自体に感激してい
た。初めてチーズトーストと言うものを食べて
いかにも都会の味と言う感じがして、非常に感
激した。
　研究室は森脇研に入った。森脇先生は野坂昭
如に似た渋い雰囲気を醸し出している先生で
あった。森脇研は、研究を突き詰めるというよ
り研究員の個性を重んじる雰囲気で居心地がよ
かった。同期の研究室のメンバーも8年生、7

年生もおり、個性豊かな人の集まりであった。
私自身は、研究よりも軽井沢の別荘にお邪魔し
たり、きれいなお嬢様に見とれたことの方が印
象に残っている。森脇研の自主性を重んじ、個
性を伸ばす雰囲気が今の自分の根っこの一つに
なっているかもしれない。先生には本当に感謝
している。
　理科大建築の良さ…真面目、純粋、理性的…
を活かしつつ、でも少し殻を破ってさらに大き
く発展して欲しいと切に願っています。

（竹中工務店）

増村清人
第一部・1981（昭和56）年卒

森脇研究室

神楽坂の思い出＆
森脇先生

新5号館の思い出

広谷純弘
第一部・1980（昭和55）年卒

鈴木研究室

　建築学科を卒業して早33年。設計事務所で
修行の後、自分の事務所を運営しています。10

人のメンバーの内、4名が理科大の卒業生で、
中には非常勤講師として指導をした者も居り、
面白いめぐり合わせだと思っています。
　理科大に関して一番の思い出は、卒業後のこ
とですが、先輩や後輩と設計連合を構成し、校
舎の設計をさせていただいたことです。市ヶ谷
田町に建つ５号館は、体育館と化学系の研究・
実験室からなる地下4階地上4階、延べ床面積
11,600㎡の建築です。住宅地に隣接すること
から、外観としてはケミカル・ラボという雰囲
気を消しつつ、フレキシブルな実験室の実現に
苦労したのを思い出します。理科大工学部出身
という以外は、事務所の規模も経験も異なる

メンバーでの打
ち合わせは、当
初こそ心配でし
たが、共同作業
は思いのほかス
ムーズで、とて
も良い経験とな
りました。また、
教えていただい
た先生方に設計
内容を説明する
場面もあり、独
特の緊張感と懐
かしさが入り混じった不思議な思いを感じまし
た。
　工学部が出来て50年ということは、私にとっ
ては先輩より後輩のほうが多くなったんだと、
いまさらながら自分の歳を感じます。ますます
優秀な後輩が卒業することを期待します。

（アーキヴィジョン広谷スタジオ）
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　神楽坂で建築を学べたことは財産である。都
市の持つ複雑性と、当時から新宿や丸の内で繰
り広げられた大規模開発への憧れと驚きの中
で、都市における建築設計への感性が磨かれて
いったと思う。また、飯田橋という立地の中で、
地元のＮ設計をはじめ、地下鉄15分の範囲に
我が国の設計組織の現場の大半が存在するとい
う、稀有の環境の中で、当時はアルバイトの学
生をこき使うことに各社とも抵抗はなく、図面
の清書や模型作りのアルバイトなど、今で言う
オン・ザ・ジョブのインターンシップが24時
間体制で行われていた。
　写真は1990年ごろ、NTT新宿ビルを私の所
属する山下設計とシーザーペリ事務所で共同設
計を行っていた折のアメリカ合衆国コネティ

カット州ニューヘブンのペリ事務所でのデザイ
ン会議の光景である（画面左奥の人物が30歳を
少し超えた時期の筆者）。ペリとの対話の中で
印象深いのが、ペリがオフィスからの眺望につ
いての説得要素を模索していた時分、写真の模
型の右斜め上方向の森を指して、「真鍋、ここは
何の森だ」。「明治神宮の森で、この森は未来永
劫森であり続ける」と答えたら、即座に日本文
化の中での神社の森に感じるものがあったよう
で、「素晴らしい！」と言って自己の提案に確信
を持たれたようであった。都市の大学で学んだ
故のやり取り
だったと確信し
ている。

（山下設計）

真鍋喜嗣
第一部・1982（昭和57）年卒

鈴木研究室

都市の大学で学んだ故に

中　隆介
第一部・1981（昭和56）年卒

沖塩研究室

「理科大」ありがとう！

　1977年、希望にあふれて理科大に入学する
も、キャンパスが無いことに失望。が、神楽坂
という素敵なキャンパスがあった。大学に来て
も、教室には行かずに、神楽坂で大いに遊んだ。
おかげで殆ど勉強をしなかった。だから、4年
になっても入れる研究室が無かった。
　そんな時に、沖塩先生が赴任してきた。何も
知らずに僕を受け入れてくれた。沖塩先生に
会って大学院に入りたくなり猛勉強した。建築
が面白くなった。
　「ここまで来ると○○があるよ！」と嬉しそ
うに言う沖塩先生に連れられて、終わりの無い
建築歩きを無数にこなした。更に建築が好きに
なった。
　就職試験に落ちまくった。非常勤の廣瀬先生

が救ってくれて、設計事務所で働き始めた。月
給10万、終電、土日無しで、月300時間以上
働いた。楽しかった。さらに建築が好きになっ
た。が、突然、廣瀬先生が亡くなった。行き場
が無くなった。
　また、沖塩先生が拾ってくれた。意図せず、
大学助手になった。学生と遊ぶ日々が楽しかっ
た。気がついたら13年の年月が過ぎ、また、
行き場が無くなっていた。理科大は、助手から
先が無かったから。
　鈴木さんという女神が現れた。彼女と一緒に
フルブライトに応募したら受かった。理科大は、
籍を残したままMITに行かせてくれた。一年は
すぐに過ぎたが、消化不良になった。理科大に
もう一度行かせてくれと頼んだ。だめだった。
辞めて行くことにした。その後、僕の人生は、
理科大を離れ、舞台をボストン、仙台、京都に
移すことになる。
　理科大在籍18年。理科大に会わなければ、
僕の人生は単調で平凡な人生であった。理科
大！ありがとう。そして、50周年おめでとう！

（京都工芸繊維大学）
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　現在、私は千葉工業大学にて教鞭をとってい
ます。東京理科大学工学部第一部にて学生とし
て4年間、助手として17年間、新潟工科大学
（柏崎）にて助教授・教授として8年間を過ごし、
平成23年から現職についています。振り返っ
てみれば、今までの人生52年のうち、約30年
間を私学に捧げてきたことになります。理科大
での卒業研究は、松崎育弘（現 名誉教授）先生
のもとで学び、助手時代には私学の道での生き
方を学びました。国公立大学、建設省（国交省）
等が徒党を組む中、一匹狼で世の中に挑む。母
校の力も当てにしない。この気持ちが私学で生
き残る唯一の方法だと確信しています。
　今は理科大との縁は切れているため、後輩た
ちの生き様はわかりませんが、若い頃に理科大

の一員として世の中に挑んだ気持ちを千葉工大
の学生に伝えるべく努力をしています。いつか
は勝負できる学生を育てたいと思っています。

（千葉工業大学）

中野克彦
第一部・1983（昭和58）年

松崎研究室

私学の道に生きる

二部卒業奮闘記

林　邦彦
第二部・1982（昭和57）年卒

清水研究室

　昭和53年4月、私は神楽坂の第二部建築学
科3期生として入学（推薦）しました。26歳で
既婚、子供もいました。同期の平均年齢は、20

歳、体育のサッカーのシンドかったこと。関門
科目の数学、物理は、チンプンカンプン。4年
間で卒業出来るのは僅か15％。「皆で一緒に4

年間で卒業しよう」と言う声が出て、学習委員
会活動が始まりました。学生の実態調査（アン
ケート）を行い、「学生白書」を作り先生方に分
かり易い授業のお願いをしました。また、数学
等が得意な仲間を講師にして毎年、夏休み・冬
休みに勉強会をしました。月曜から土曜まで会
社と大学で帰宅は、夜10時過ぎ。それから宿題、
委員会活動のまとめと12時過ぎが当たり前の
生活。1～2月は、設計課題と後期試験が重な

り毎日、午前2時前に寝たことはありませんで
した。それでも仲間と「萬月」で飲み、理大祭
で「建築科50人展」を開催し、土曜日は、佳作
座で映画を見ました。教職、一級建築士試験
にも挑戦。4年間良く耐えた！が実感です。ち
なみに4年間で卒業出来たのは30％。しかし、
無事に卒業出来たのは、自分だけの頑張りだけ
でなく、会社の上司・同僚、家族の理解と協力
そして仲間と先生方に恵まれたからだと思いま
す。自分の人生の4年間の理科大生活に感謝！
の一言です。 （住宅管理協会）

昭和53年入学同期会（平24.10.20）

東理大 松崎研究室2回生の卒業式（1983年3月）

千葉工大 中野研究室2回生の卒業式（2013年3月）
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　建築学科を卒業してから四半世紀が過ぎまし
た。諸先輩の背中を見ながら夢中で走っている
うちに後輩のほうが多くなり、建築学科から1

年遅れで私も50歳となります。
　15年ほど前からは築理会の会報委員として、
同窓たちの活躍ぶりを築理会報にまとめてきま
した。改めてここ10年ほどの会報をながめて
みると、卒業生や在校生の活躍するフィールド
が格段に広がりつつあることを実感します。私
自身も職場である日経BP社で、土木・建築・
住宅の専門誌の編集に20年余り携わった後、
ここ数年は国の受託を受けて、住宅ストックを
いかに活用するかについての調査・研究を行っ
ています。高度成長期に蓄積した住宅ストック
をいかに活用するか、そのための新しい業態や

サービスをどうやって構築するかを、マーケッ
トデータや事業者の実態調査から明らかにし、
産業構造の変化を後押しすることが課せられた
役割です。今年は中古住宅ストックの長期優良
住宅化をいかに図り、流通させるかに取り組む
ことになりそうです。
　50代を迎える私は、これまでの経験や蓄積、
人脈などを生かして次代の価値をつくる新しい
仕事に携わるようになりました。50周年を迎え
た建築学科も、これまでの有形無形のストック
をいかに次の価値につなげるかを考える時期に
入っているのだと思います。築理会の活動など
を通じて、これを実現するために少しでも役に
立てればと考えています。

（日経BP社／築理会会報委員長）

安達　功
第一部・1986（昭和61）年卒

日笠研究室

50 年のストックを
次代に生かして

同窓の絆

近藤剛啓
第一部・1984（昭和59）年卒

鈴木研究室

　創立50周年、そして下町の狭い校舎から始
まった工学部がようやく立派なキャンパスを持つ
ことができたこと、大変おめでとうございます。
　私は工学部建築学科を卒業後、日本設計とい
う建築や都市計画に関わる会社に入社、数々の
プロジェクトに携わり、仕事に邁進して参りま
した。30年近くを経て来し方を振り返ると、理
科大学で学んだことや出会った方々との交流の
大切さを感じるようになりました。
　先日、研究室のOB会通称「S研の会」に参加
しました。この会は建築学科の鈴木信宏先生の
引退をきっかけに始まり、毎回鈴木先生の講義
を主体に、OBの活動や近況の報告などの場と
なっています。建築設計を中心に色々な分野に
進まれた方々の、チャレンジや努力のお話が、

自分の新たな志への刺激となります。またその
考え方やこだわり方は、「水の研究」や「光の研
究」などをテーマに研究室生活を過ごした仲間
としての共通点であり、今の自分の仕事にも繋
がっています。この絆は、研究室の中だけでな
く工学部にも広がることから、昨年より建築学
科の同窓会「築理会」主催の行事や理窓会主催
のホームカミングデイなどに参加しています。
ここでの学科や世代の枠を越えた交流を通じ
て、同窓としての絆が深まるよう少しでも手助
けになればと考えています。
　最近の大学は、学問分野の細分化や学際化、
あるいは他大学との差別化などにより、カタカ
ナや漢字熟語の学部名称が多くなっています
が、理科大学は、工学部の名の下に学科独自の
専門性や先進性だけでなく、工学として共有す
る技術や技術者のあり方の追求をより一層進め
ていただきたいと思います。現代日本を担って
活躍する同窓生の拠り所として、これからの
50年も東京理科大学工学部がますます発展す
ることをお祈りします。 （日本設計）

築理会報のバックナンバーはこちらの築理会ホームページでご
覧になれます。
http://www.chikurikai.org/index.htm
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　先日久々飯田橋駅西口に降り立ちました。
ホームを降りてから長いスロープ歩いて改札を
抜けると、牛込橋の下には外堀、そして大きな
空が目の前にぱあっと広がる。東京にしてはこ
んな高い空、珍しいなあ。
　外堀の右手に見える母校は、全く違う建物に。
神楽坂も同じなのは坂の勾配とペコちゃん焼ぐ
らいで、店や建物は知らないものばかり。でも
こうやって橋の上からぐるり見回してみると、
全体の町の雰囲気はなんとなくそのまんま。川
と空が景色を作る要素を大きく占めているから
かな。空と川には、人間のせかせかした時間が
流れていないらしい。
　川沿いを歩いていたら、学生のころからよく
見かけたなつかしい看板を発見！「へらこい　

まなぶ」さん。これって選挙の候補者の名前よ
ね？それにしても長期間だな。私はそこで初め
て気がついた。ずーっと「へらこい　まなぶ」
さん、という名前だと思っていたけど、「へら、
こい、まぶな」という釣り堀の看板だったこと
に。私の勘違いも、20年以上変わりませんでし
た。 （イラストレーター・上大岡トメ）

河本幸子
第一部・1988（昭和63）年卒

松崎研究室

「へらこい　まなぶ」さん

受験の時よりも
勉強をした学生時代

　入学から30年。大学では、建築の基礎を徹
底的に教わり、考え抜くこと、自らやり遂げる
こと、そして纏めることの難しさを学びました。
模型を作る小人の出現を本気で願い、スキーバ
スの出発間際までパースを描き、課題提出日の
寝坊に大慌てをし、卒論時には受験の時よりも
勉強をした学生時代を懐かしく思い出します。
　1983年入学の女性同期8人は皆、学業優秀、
手先も器用。この仲間のノート無くして私の卒
業はありませんでした。卒業時の「女子会」で
は一泊二日でフランス料理を堪能。その後も機
会があると集まる仲間です。
　卒業後2年目の夏、環境研究室の恩師である
内田茂先生の訃報に接し、その後毎年、研究室
の仲間とは、お墓参りを兼ねて集まります。

　入学同期の「理科大83会」は、メールで仲間
が繋がり、久しぶりに集まる機会も出来ました。
「在学中は一度も話したことが無い」仲間とも、
何処か通じる思い出があるのは、同じキャンパ
スで過ごした「縁」なのでしょう。
　就職後25年間、女性の立場や育児に関する
環境・制度の大きな変化を、育児休暇を5回取
得しながら眺めてきました。そして、子供と共
に過ごす中でも、大学で学んだ「考え」「まとめ」
「やりとげる」力は発揮され、建築を通して物
を見る視点の始まりは、あの武道館での入学式
だと思うこの頃で
す。
　先日長女に「建築
学科に進みたい」と
聞かされ大慌ての
私。さて、娘の建築
への扉は、何処に開
かれるのかな。

（竹中工務店）

菅原香織
第一部・1987（昭和62）年卒

内田研究室
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　24期といえば昭和64年3月＝昭和最後の卒業
生。ちょうど第1次バブル経済が終焉の陰りを
見せながらも社会は依然華やかなマインドが続
いており、大学生も渋谷だ六本木だと有頂天な
雰囲気でありました。日本では高校生まで義務
教育に等しいので「単位取得」という考え方を知
らず、TV番組で浮足立った大学生をイメージし
て入学した私は学生の本分を忘れて部活にバイ
トにと学業以外の事に明け暮れておりました。
　体育すら落とし関門科目と構造A2だけで2

年に進級した私を待っていたのは3年の豪華26

科目試験でした。前代未聞かも知れませんがお
陰さまで本当に良い友達ができ、今でもそれは
財産であり自信の源になっています。4年以降は
武井先生の研究室から設計製図の講師をなさっ

た吉岡亮介先生の事務所で有意義な5年間を
過ごした後、独立して事務所を創めました。若
いころは、大学を卒業すれば社会の事をかなり
知っていて、社会的意味でほぼ完成するものだ
と思っていた私ですが、自身を振り返ると意外
にも、頭の中は社会を何年も経験してから、育
つことの方が多いことを知りました。こうした
訳で卒業以来、47歳の現在まで少しづつ成長し
続けているように思うのです。歳をとることは、
寂しく衰えてゆく事ばかりと思っていましたが、
「先が読める楽しみ」が増える事を知りました。
　結びに、理大のステイタスでもある神楽坂か
ら葛飾への学部校舎の移転は大変残念ですが、
もっと残念だったのは、せめて新しいキャンパ
スの計画では卒業生限定の設計競技を開催され
なかった事です。これからの大学運営は施設関
係や事業企画において、卒業生を大切にする施
策こそ、より強固な愛校心を醸成し大学を隆盛
させる舵取りの一つだと思います。執行部の
方々には、是非ご検討頂きたいものです。
 （森田設計事務所）

森田敬介
第一部・1989（平成元）年卒

鈴木研究室

昭和最後の卒業生として

日笠研のころ

　理系だったが、哲学とか社会学に関心がでは
じめ、受験勉強もせずに本を読みあさっていた。
建築を選んだのは理系の学科では社会との接点
が一番ありそうだったから。日笠研を選んだの
も都市計画が社会を空間的側面からデザインす
ることであったからだが、日笠研には、極めて
成績優秀な学生か、はみだし者が集まってい
て、その意味で多元的コミュニティを形成して
いた。当時の厳格な理科大で「はみだして」し
まうような人が、自然に日笠研に集まってきた
のも、今思えば必然。飲むと単なる「おじいちゃ
ん」になってしまう日笠先生のあの包容力に引
き寄せられて皆が集っていたこともある。毎年
先生宅に遊びに行き、ビリヤードを楽しみ、カ
ラオケで締めくくった。合宿や見学会にも先生

自ら参加頂いた。
　日笠研では、今はやりの「コミュニティ・デ
ザイン」についても研究していた。人々の生活
や行動を構想するための基礎調査は、現代的な
「コミュニティ・デザイン」に通じている。OB

からは、社会的企業、電鉄会社沿線、民間プラ
ンナー、東京都など、日本のまちづくり・都市
計画を中心的に担っている貴重な人材が輩出さ
れている。「はみだしもの」がでやすかった昔の
工学部の建築学科。だからこそ、それに反発す
るようにして、面白い人材の育成ができたのか
もしれないし、日笠研ははみだしものを受け止
め、社会的に包摂するとともに、人材育成する
インキュベーターだったと、あの研究室の雰囲
気を懐かしんでいる。建築学科50周年おめで
とうございます。 （東京大学大学院工学系研究科）

小泉秀樹
第一部・1988（昭和63）年卒

日笠研究室
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　私が建築学科に入学したのが昭和62年で社
会はその後バブル経済を迎え廻りの大人達は浮
つき始めた時期でした。当時、そんな世の中の
動きとは関係なく大学の中は暗かったイメージ
が今でも残っています。図書館で友人と会話を
していたら知らない学生に怒られました「ここ
は勉強をする場だ！君達は出て行け！」その時
の記憶が今でも鮮明に覚えています。また、進
級の厳しさも強く印象に残っています。多くの
友人もその餌食となり一年多く勉強をする事に
なりました。このような学問に対する厳しい姿
勢は将来に渡り伝統として引き継いで頂きたい
と思います。
　私は平成3年に学科を卒業して設計事務所に
勤務し、平成10年に現在の会社に転職しまし

た。現在は分譲マンションの技術部門として商
品企画、施工監理の業務を担当しております。
この仕事が大好きです。このマンションにどの
ような人が住んで、どんな生活をするかを考え
て配棟、間取り、仕様を考えて入居して喜んで
もらう事が出来る仕事だからです。一方では何
度も何度もプランを変更し最良の住まいにする
のは本当に根気が必要でこの粘り強さはきっと
大学時代に養われたと思っています。本当に感
謝しています。
　私事ですが娘が二人（小学生、幼稚園生）お
りますが、私の思いは娘達に理科大に入学して
もらい、厳しさの中から何事にも最後まで諦め
ずに粘り強く取り組む姿勢を学んでもらいたい
と思っています。
　今後も微力ながら建築学科並びに理科大の発
展の為に協力をさせて頂きたいと考えていま
す。宜しく御願い致します。

（大和ハウス工業）

金林義隆
第二部・1991（平成3）年卒

久我研究室

大学時代に養われた
粘り強さ

工学部建築学科の
50 周年にあたり

　工学部建築学科の50周年にあたり、この瞬
間をOBとして共に迎えられた事、大変うれし
く感じます。そういえば先日、奨学金の完済通
知も届きました。こちらも感慨ひとしおです。
　私は、工学部第二部に入学し、大学院では博
士後期課程修了までお世話になり、学位記は地
下鉄サリン事件当日に頂きました。
　なぜ11年間も大学に通ったのか？、それは
父親の影響です。苦学して大学を出た父は放任
主義の一方で、私は学費を自ら工面することが
必至でした。そこで昼間は設計事務所に勤め始
めますが、普通高校で知識は皆無、初めは何か
と戸惑いました。暫くして授業や仲間との会話
で色々と分かり始めると、とたんに建築が楽し
くなりました。ただし学業は低空飛行、もう少

し勉強が必要と大学院を志望し、何とか直井先
生に受け入れて頂きました。バブル当時、置か
れた境遇を恨みもしましたが、研究職となった
今、この経験が大きな財産だと思っています。
その後博士後期課程に進み特別研究員として給
料を頂く幸運にも恵まれました。これら出来事
はどれも大切で、現在へと一つの線で繋がるの
ですが、若さ故の過信のみで何の裏付けも無い
事と、今思うと冷や汗が出ます。ただ、こんな
お調子者でも背中を押してくれる空気が大学に
はありました。
　現在は国土交通省の研究所に勤務し、建物の
安全やバリアフリーの研究をしています。これ
らは国としても重要なものですが、内容は大学
院時代の延長上にあります。先日も直井先生
に実験棟までお越し頂き指導を仰ぎましたが、
学生の頃からこの様な空気に触れられた事が、
OBとしての大きな誇りです。

（国土交通省・国土技術政策総合研究所）

布田　健
第二部・1989（平成元）年卒

総合設計→直井研究室
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　思い返すと、学生の頃は形態の斬新さ、美し
さを追求することのみ考えていた。
　今考えるのは、時間や季節、年月と共に変化
する建築のこと。成長する植物や、開花や紅葉、
落葉に彩られる建物、太陽高度に従い光の様が
変化する空間、美しく朽ち果てて行く外装、そ
のように日々の移ろいと相まって建築は形成さ
れる。
　私の心の奥にいつの間にか根付いていた、そ
のような考え方の原点は研究室にあると考え
る。
　雨の音や、水の流れ、光の様、風土や歴史に
基づく大切にしなければならない事物。当時は
建築形態とそのような事物が合わさることにま
で思いが至らず、浮世絵を見続け、これらが実

際に何に繋がるのか分からず、もやもやした気
持ちでいっぱいであった。しかし、それ以前か
ら学んでいた華道や茶道も合わさって、「移ろ
い」は私の建築に関する考え方の核となったと
思う。
　また、子供たち
の成長もそのよう
な考え方を強化し
ていくのだと思
う。
　春、花々の咲き
乱れる前庭で嬉し
そうに走り回る子
供たち。夏、青い
海と緑の島々に囲
まれた空間で和やかな表情で横になる子供た
ち。冬、雪の積もる建物周りで足跡をつけ喜ぶ
子供たち。「移ろい」は私を豊かにしてくれるし、
この気持ちを多くの人に感じて欲しいと思いな
がら日々設計を続けている。 （日本設計）

戸梶（常盤）純代
第一部・1995（平成7）年卒

鈴木研究室

学生時代を振り返って

これからも手を
動かしながら

　卒業後、文部科学省に勤務して19年になる。
文部科学省では建築全般、さらにそれ以外の多
様な分野について、幅広い知識と視野を持って
対応することが求められるが、建築学科の4年
間でみっちりと鍛えられたことが様々な場面で
生きていると改めて感じている。
　現在、木造校舎の構造設計標準（JIS A 3301）
の見直しに向けた検討を業務のひとつとして
行っている。このJIS規格は木造校舎の軸組を
規定しているものである。大学卒業後、木造建
物の設計など一切行ってこなかったが、学生時
代に木造についても詳しく学んだおかげで、頭
と体にたたき込まれていたものがじわじわとし
み出してくるの感じながら仕事をしている。特
に思い出されるのは、入学して最初の夏休みで

あったと思うが、課題として木造住宅の軸組模
型を作成したことである。徹夜で軸組図を書き、
5人くらいで協力し、4、5日間泊まり込んでか
なり大きな軸組模型を作り上げた。この時、実
際に製図や模型作成で手を動かしたおかげで、
今でも木造の軸組が立体的に頭の中に焼き付い
ている。当時はかなり苦労した記憶があるが、
今となっては楽しい思い出であり、非常に有益
な課題であったと思う。電子化が進んできてい
るが、これからも手を動かしながら学んでいっ
てほしいと思う。 （文部科学省文部大臣官房）

野口　健
第一部・1992（平成4）年卒

平野研究室

構法計画の夏期課題
木造住宅の軸組模型
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学位記授与式　武道館からの帰路（2005.3.19）

学位授与式（2008.3.19）
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　本書刊行時の2013（平成25）年5月現在で、工学部第一部・
第二部建築学科に研究室を持っている専任教員からの寄稿で
ある。早いもので、九段校舎へ移転してからの7年間にもか
なりの人事交替があり、この間に交替していない研究室は、
一部・二部合わせて15研究室中（未着任の空き研究室を除け
ば）４研究室だけである。建築学科通史では「第4世代」とし
た教員（鈴木･真鍋教授、いずれも1973/昭和48年着任）も
定年退任してしまった現在の建築学科は、古くからの卒業生
から見れば、言わば「知らない教員」だけで構成される学科
になってしまった。しかし本学科の伝統を受け継ぎつつ、今
後の建築学科の発展を担って行く重要メンバーである。お見
知り置きいただくとともに、変わらぬご支援・ご鞭撻をお願
いする次第である。

4–3.  現在の研究室から
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　今年（2013年3月）修士課程を修了する大学
院修士2年生は、2007年学部入学で私と理科大
同期である。理科大工一建築の設計研究室をあ
ずかってから6年。注力したのは、第一に同窓
と現役の交流促進、第二に現役学部1年生から
大学院生までの一体感の醸成、第三に研究室間
の壁をとりはらって学科の風通しをよくするこ
とであった。そして、優れた熱意ある講師（非
常勤）陣に恵まれて、また学科の同僚からの理
解と協力を得て、グローバル時代の日本の実情
に適合すべく設計製図関連科目を軸とした教育
プログラムの改革を押し進めてきた。たとえば、
同窓会（築理会）の支援を得て毎年発行してい
る設計プロジェクト集「りぼん」は、その成果
である。「りぼん」は学生有志による自主活動か
ら始まり後進に継承されて育ってきた。自主性
を重んじつつ、他者にも敬意を払い、堅実に努
力を積み重ねて、チームワークによって成果を
達成する文化も培われてきたと思う。掲載され
ている学生たちの図面や模型を見れば分かるよ
うに、全体として、だいぶ設計の腕前をあげて
きた。
　九段校舎での授業は今年度（2012年度）で最
後になる。キャンパスは葛飾に移動するが、試
みてきた都心型建築教育の手応えはあるので、
建築の学習、体得、研究の場は都心に求め続け
たい。東京理科大学は、近代日本の生みだした
東京都心をホームとする大学だからである。九

段での建築教育プログラムについて心がけたこ
とは三つあった。第一に地の利を生かした都心
型建築教育プログラムの開発、第二に同窓、若
い世代、女性から構成される講師陣、第三に半
期に一度、学年合同の総合講評会を開催して相
互批評と交流の場を設けた。さらにディプロマ
（卒業制作）については、同窓会（築理会）と連
携して顕彰制度を改革し、公開審査会を定着さ
せた。今後は、理科大建築としての情報発信力
をより高め、教育においてもコミュニケーショ
ン力と表現技術の強化をはかり、高い水準の専
門性を生かして国内外で社会貢献する人材の育
成につとめたい。新しい課題に取り組む次の
50年の建築に挑戦する元年が始まる。
　以上、宇野研報告というより建築学科の専門
教育プログラムの改革について述べた。研究室
としては、「自然な建築、自然な都市」をグラン
ドテーマとするデザイン研究ほか複数の先端研
究プロジェクトに取り組んでいる。多様な変容
を見せている現代建築について、自然科学の
知見をもとに新しい思想と考え方の建築を追
求する試みで、物理学校を前身とする21世紀
の東京理科大学らしい建築を探求しつつ、タフ
で優れた建築家、エンジニア、研究者、経営者
の育成に務めている。卒研卒制のテーマを3分
類、1）建築多様性研究（計算幾何学による建築
形態研究、アルゴリズム建築研究）、2）現代建
築研究（先端素材／伝統素材による建築設計手
法研究）、3）都市建築デザイン研究（日本橋研
究）、UIA（国際建築家協会東京大会）で発表し
た madaraTokyo2012 の展開、アジア「物流建
築」の国際比較研究など。東日本大震災では、
被災直後から現地入りして仮設建築建設、募金
活動、シンポジウム開催などの復興支援を行っ
た。 ■
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次の50年にむけて

現役、同窓、教員の恊働による卒業制作講評会の様子（2010年3月）

建築設計 都市設計　宇野　求

１） 第一部建築学科
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　平成25（2013）年3月で伊藤裕久研究室は18

年目を終える。東京理科大学に赴任した平成7

（1995）年は、阪神大震災・地下鉄サリン事件
が発生し波乱の幕開けとなったが、それから
18年間、何とか続けてこられたのは寛容な教
職員の方々と優秀な学生諸君のお陰だと心から
感謝している。とくに研究室の運営では、岩谷
洋子助手（6年間）、杉山経子補手（7年間）、栢
木まどか助教（4年間）、濱定史助教（1年間）に
本当にお世話になった。
　それまで建築史・都市史を専門とする研究室
のなかった工学部第一部建築学科で研究室を開
設し、研究教育にどれほど貢献できたかはよく
分からないが、今年の3月卒業予定の第17期
生を含めて博士論文2編・修士論文70編・卒
業論文246編がまとめられ、研究室では250名
を超える学生諸君が、理科大で「歴史」に取り
組んでくれたことになる。その中で博士号を取
得し本格的に歴史学研究の道に進んだ卒業生
も何人かいるが、「歴史」を学んだことを糧にし
て?、実に様々な分野で活躍してくれている。
　さて、平成17（2005）年4月に、工学部は長
年住み慣れた神楽坂から九段に移転したが、そ
れを期に研究室の修士論文・卒業論文梗概集
（1）を纏めた。まずは、その序文を引用したい。

本来、卒業論文・修士論文というものは、
通常の研究論文と異なり、必ずしも論文
に記された研究成果のみが評価されるも
のではない。むしろ学生諸君が論文を完
成させるために試行錯誤を繰り返しなが
ら、真摯に研究テーマと向き合い、費や
された時間の集積こそが貴重なのだと思
う。
　梗概集の中には、独自のテーマでがん
ばりすぎて途中で破綻した論文や、逆に、
取りあえずソツ無くこなして卒業するぞ、
みたいな論文もあるのだが、それなりに

努力の跡は窺え、少なくとも論文を書く
という辛い作業に耐えたことで、本人に
とって何かしら役立ったのではないかと
考えている。その意味で、卒業論文・修
士論文は、「研究」である以前に「教育」で
あるべきだというのが、10年間という研
究室活動の節目を迎えた指導教員として
の正直な感想である。思い返すと、自分
の学生時代には、現在の研究室のような
丁寧な指導は、まったくといっていいほ
どなかった。しかし、自由にものを考え、
無駄な時間を費やしても許される心地よ
い「居場所」が、大学の研究室には用意さ
れていたし、何よりも刺激となったのは、
周囲で精力的に研究をこなしていた先輩
や同期の仲間の存在だった様に思う。
　どうすれば、こんなに斬新な視点をも
つ魅力的な論文が書けるのか、恩師をは
じめ、諸先輩方の研究論文の行間に費や
された時間の「凄さ」を目の当たりにする
ことこそが、自らの研究活動の出発点に
なったと言えるだろう。本書を読むこと
になる研究室の学生諸君には、研究室と
いう「場」を充分に活用するとともに、本
書を手引きとして、少しでも、先輩達の
卒業論文・修士論文の行間に込められた
努力の跡を読み取ってもらえればと願っ
ている。…2006年4月1日神楽坂から九
段に移転した中古の新校舎にて

　ここに記された大学の研究室という「場」に
対する思いは現在も変わらない。「無用の用」を
自認する身としては、時代がどう動こうとも、
できる限りこうした居心地の良い教育研究の
「場」を堅持していきたいと考えている。
　ところで研究室としては、九段に移った時に
研究室紹介のパネルを作成し、1）日本都市論へ
の挑戦、2）東京－都市空間の解剖学、3）空間と
社会、4）都市と建築、をキャッチフレーズとし
て掲げたが、300を超える卒論・修論のタイト
ルを読み返してみると個人的な研究テーマの集
積と連鎖という印象が強い。それは、歴史研究
は実証的とは言いながら解釈学の側面が強く、
個人の価値観に基づいて研究テーマと方法が選
択されるべきと考えたからに他ならない。その

伊藤裕久研究室の18年間
1995年4月～現在

日本建築史・都市史　伊藤裕久
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（写真4）を実施していた。その時の資料をもと
に学生諸君の編集で『東京へ行こう』同制作委
員会編2000年～2004年（初版～改訂版）が生

中でも、多くの学生諸君が参加し研究室として
実施した主な調査研究について、ここでは記し
ておきたい。
　まず、江戸・東京に関する都市史・建築史研
究は最も論文数が多いが、最初に取り組んだ関
東大震災後の震災復興小公園に関する悉皆調査
と同潤会アパート、東京市営古石場アパートの
実測調査は、その後の近代における東京研究を
方向性づけるものだった（『同潤会のアパート
メントとその時代』1998年。写真1のように同
潤会・代官山アパートは再開発されたがURの
集合住宅歴史館へ住戸の移築保存が実施され
た）。すなわち、現在の東京を決定づける都市
改造の画期となった大正・昭和初期の都市空間
を腑分けすることによって、近代を見通す様々
な視点が芽生えたと言える。例えば築地（日本
橋）から出発した市場研究もそのひとつであり、
最近は台湾へと対象を移しているが、その後も
研究室での調査研究の柱となっている。当時、
実測調査させていただいた仲卸の「大四郎」か
ら鮪を仕入れて研究室の忘年会（写真2）を開催
することが慣例となった。
　また近代東京の中心だけでなく ｢周縁部｣ に
注目し続けたことも大きな特徴である。荒川区
の文化財審議委員をしていることもあり、同区
の協力を得ながら、今も多面的な調査研究（長
屋・路地・区画整理・商店街・工場・橋梁・景
観・祭礼など）を行っている。
　東京都の歴史的建造物調査は必ずしも多くは
ないが、徳仁親王が客員研究員をされている学
習院大学史料館（旧図書館）の実測調査は思い
出深く（写真3）、また最近では、研究室で中央
区・荒川区・小金井市を担当した『東京都の近
代和風建築』2009年が刊行された。　
　一方、激変する東京を舞台として、伝統から
近代への改変と継承の様相を見極めたいという
思いから、神田祭をはじめ東京の様々な祭礼空
間の調査研究がスタートした（G&A特集『江戸・
東京の祭礼空間』2000年）。その後、博多祇園
山笠・高山祭・川越祭など調査対象を全国に広
げながら現在も継続する「空間と社会」に関わ
るテーマとなっている。
　なお、東京研究を始めて数年間は、大学院ゼ
ミで「都市史を歩く」という東京各地の町歩き

写真1　同潤会代官山アパートの解体現場（1997年）

写真2　九段校舎で最後となった研究室忘年会（鮪パーティ）
2012年12月

写真3　調査終了後の学習院大学史料館でのパーティ（1999年）

写真4　都市を歩く…文京区・菊坂下にて（1999年）
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など重要な中世建築が多数残された山梨市内の
社寺建築調査（『山梨市史』2005年）であり、都
留市（谷村）の城下町調査（『勝山城跡』2010年）
なども実施している。
　また、富士登山信仰に関わる一連の調査研究
も重要なテーマとなった。北口本宮冨士浅間神
社の神社建築、鈴原大日堂など旧登山道の諸施
設、麓の御師町として発展した富士吉田市の歴
史的町並、吉田の火祭りの祭礼調査などを実施
した。とくに取壊しの危機にあった外川家住宅
（写真5）を緊急調査することで保存修復に至っ
たことは幸いだった（『富士山吉田口御師の住
まいと暮らし』2009年、現在・国指定重要文
化財）。これらの成果は、富士山の世界遺産登
録に向けて保存活用が検討されている。
　近年は、伝統的建造物群保存対策調査（写真
6）として100棟を超える茅葺民家の集落群が
残された芦川町（笛吹市）で3年間に亘って民
家調査を実施し（『芦川～兜造民家と石垣の風
景』2010年）、その後の保存対策にも関わって
いる。このように山梨県では、東京では難しい
中近世に遡る建築遺構の実測調査の機会を得る
ことで、日本建築史研究のフィールドとして多
くのことを学ばせてもらっている。
　最後に、東アジア（中国・韓国・台湾）での
都市史・建築史研究について、スタンスとして
は日本との比較を試みるという観点から継続さ
れている。個人的には大学院時代に調査した中
国・山西省の明代城壁都市・平遙（現・世界遺産）
が発端となっているが、理科大では、千葉大（当
時）の玉井哲雄先生から誘われ韓国の先生方と
共同で始めた調査研究（写真7、『日本と韓国の
中・近世における都市空間の比較研究』2001年）
が最初である。首都ソウル（嘉会洞・内需洞・
普門洞）と全羅北道・全州での都市韓屋調査を
実施し、その後、安東や慶州での伝統韓屋・集
落・寺院調査などを行い、その間にソウルや地
方都市についての都市史研究も蓄積された。一
方、中国では、法政大学の高村雅彦先生のご協
力を得て、江蘇省の紹興・蘇州や浙江省の温州・
楠渓江の集落（岩頭村・芙蓉村）で実測調査（写
真8）を行い、江南地域の伝統都市・集落と住
居形態の特徴について多くを学んでいる。
　九段に移ってからは、これらの成果をもとに

まれた。東京の町歩きブームが浸透し、現在は
濃い内容の情報も巷に溢れているが、当時、徹
底的に先行研究や地図資料を調べてから町歩き
するというスタイルを取り「調べる・歩く・見
る・考える」を実践していた。
　次に、地方都市を対象とした都市史・建築史
研究としては、今年、第62回式年遷宮が行わ
れる伊勢神宮の門前町・宇治山田の調査研究
（『伊勢－まちのなりたち・まちづくり』1998

年）、蒲原町（静岡県清水市）の中世城下の調査
（『蒲原城跡総合調査報告書』2007年）など。近
代建築では山名研究室と共同でブルーノ・タウ
ト設計の熱海・旧日向別邸の実測調査（『旧日
向別邸予備調査報告書』2005年）を行ない国指
定重要文化財として保存に至った。
　このように全国を対象として東奔西走してい
るが、研究室としてとくに関わりが深いのは山
梨県である。最初に取り組んだのは、『山梨県
史』（1997年～2008年）編纂のために実施した
甲州街道の宿場町（鳥沢・勝沼・台ヶ原）の町並、
富士山御師の集落・河口、甲斐善光寺などの実
測調査、萱沼家（富士吉田市）に残された宮大
工家の古文書調査、続いて清白寺・窪八幡神社

写真5　2005年調査後、国指定重要文化財となった外川家住宅
（富士吉田市）

写真6　芦川の兜造り民家集落（2008年～2010年調査、山梨
県笛吹市鶯宿）
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始まる。世の中の動きは忙しないが、歴史研ら
しく18年間のこの蓄積が意味するところを見
失うことなく、毎年の研究室活動を積み重ねて
いきたいと考えている。  ■

近代へと調査研究を広げ、中国では上海の里弄
調査（写真9）や蘇州の日本租界調査を実施する
と共に、近年では、韓国・全羅南道の木浦市（旧
居留地）での実測調査を開始した。また台湾で
は、伝統都市から近代都市への展開を連続的に
捉え直すことを考えて、過去五年間に亘って鹿
港・台北・新竹・台中・台南・嘉義・北港・新
港・湖口・宜蘭・北斗・員林などの歴史的街並
と寺廟や市場に関する調査研究（写真10）を継
続している。
　なお、これまで記してきた一連の調査研究で
は、芝浦工大・千葉大・法政大・九州大・京畿大・
ソウル大・ソウル市立大（韓国）・中国文化大（台
湾）などとの共同調査を体験し、実測調査方法
の相違など様々な刺激を受けることができた。
　以上、伊藤裕久研究室で実施された18年間
の調査研究の概要を整理してみた。それぞれ氏
名を掲げる余裕がなかったが、これらの調査研
究を精力的に引っ張ってくれたOB･OGの皆様
には改めて感謝申し上げる。
　これから葛飾キャンパスでの最後の10年が

写真9　中国・上海里弄調査（城内文廟前、留学生金さんと）　
2008年8月

写真10　台南市天壇天公廟（九州大・芝浦工大と共同で台湾調
査）2012年9月

写真11　国指定史跡・新府城跡二の門復元模型の制作　2013
年2月

写真7　韓国・ソウル内需洞調査（千葉大他と共同調査）1999年

写真8　中国・紹興調査（法政大との共同調査）2001年8月
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１．理科大で4年、研究室として10年
　理科大の研究室が始動して丸4年が経過した
ところです。2009年4月、私は理科大工学部第
一部建築学科に准教授として着任しましたが、
それ以前の6年間は東京電機大学に研究室があ
りました。同じ千代田区の神田から九段下へわ
ずか数キロの空間移動、学生達の先輩・後輩の
関係も自然に繋がって、すぐにシームレスな研
究室が出来上がりました。5年目を迎えた理科
大研究室の卒業生・現役生は49人（男性34人、
女性15人）になり、電機大時代も含めると93

人（男性62人、女性31人）、理科大工学部建築
学科50周年のこの年に、研究室も10周年とい
う節目を迎えました。

２．研究室という場所
　私自身は1988年3月の本学卒業生ですので、
理科大への着任は20年ぶりの帰還でした。既
に多くの恩師が退職され、校舎も神楽坂から九
段に移り、学生の風貌や気質も驚くほどに変化
していましたが、それでもどこか変わらず、懐
かしく、これが大学という場所の伝統と蓄積な
のだと実感しました。そして、その礎となるの
が理系大学に根付く ｢研究室｣ という制度なの
かもしれません。
　私には学生時代の研究室を手本にしているこ
とが幾つかあります。理科大の沖塩研からは「人
のネットワーク」をつくること、東大の原・藤
井研からは「開かれた場所」にすること。研究
室とは単なる空間を意味するのではなく、まし
てや指導教員のことでもない、研究室を媒介と
した卒業生や現役生の繋がり、人のネットワー
クこそ重要であると思います。一方、そのため
には場所として開かれていることも欠かせませ
ん。研究室には時折見慣れない学生がいたりし
て、自由な空気が流れています。理科大は元来、
キャパシティの事情があり他研究室へ出入りし

にくいものでした。そもそも研究室は研究に集
中する場であって、貴重な資料もあるのでむや
みに開放しないという考えもあるかもしれませ
ん。一方で、研究室が開かれた場所となり、自
由な空気と多様な集団を生み出すこともまた、
大学という場所に相応しいといえます。やがて
年配の卒業生も気兼ねなく訪れ、若い現役学生
と自由闊達に話す光景を想像しています。
　2012年度の研究室は、准教授1名、助教1名、
大学院生10名、学部4年生12名で総勢24名と
いう体制でした。研究室の１年は、いわば ｢対
話｣ の1年。郷田研のゼミは長いと揶揄する学
生もいるようですが、そこはあくまで工学部、
教員と学生で、あるいは学生と学生で、生産的
な議論をしています。

３．研究・設計活動
　研究室では、建築計画研究室という呼称で、
建築・都市計画および建築設計を専門領域とし
て活動してきました。建築計画も、都市計画も、
建築設計も、と大風呂敷を広げたつもりはなく、
それらの境界に位置する研究に取り組んでいる
といえます。すなわち、建築単体を設計すると
いう個別的な建築活動の視点にたって、その集

郷田研究室の4年間

ゼミ合宿（2012年諏訪） ゼミでは教員も学生も区別なしで着席

年2回の建築見学会（2011年） 研究室恒例の離散型集合写真

建築計画　郷田桃代
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５．まちづくりの実践　―深川と牛込柳町―
　研究室ではまちづくりの現場で実践的な活動
にも携わってきました。東京の下町、江東区深
川資料館通り商店街のまちづくり活動は2007

年に始まり、丸6年のお付き合いになります。
都心の昔ながらの商店街は存続が厳しいもの
の、地域コミュニティの核として大事にすべき
と、研究室では各種イベントの手伝いから、コ
ミュニティカフェ改装計画、商店街のマスター
プランづくりワークショップに至るまで、ハー
ド、ソフト両面にわたり支援してきました。
2011年からは新宿区 牛込柳町のまちづくりに
も協力しています。都心の環状道路拡幅に伴っ
て変貌する商店街と街の将来について、住民の
皆さんと意見を交わしながら、地元新宿区神楽
坂の大学として（たとえ葛飾に移転しても）貢
献していくつもりです。そして、まちづくりの
支援や貢献と言いつつ、実際にはこうした現場
の活動を通じて、学生達も教員も建築計画や都
市計画の貴重な経験を積んでいるのです。

５．これからの10年
　工学部と建築学科が50周年という節目を迎
え、同時期に郷田研も10周年、そして私個人
も節目のトシを迎えました。次の10年、研究
室で何をやろうか、とても楽しみです。50年間
建築学科があった神楽坂、九段は格別の立地で、
都市型キャンパスの醍醐味を味わいましたが、
金町の集合住宅地で塀のない新キャンパスも風
変わりで面白いかもしれません。学生達とと
もに、建築と社会のこれからの10年を見据え、
新たな気持ちで出発したいと思います。 ■

合体の計画学、計画技術に向きあっているつも
りです。
　研究テーマは私自身が建築設計という実務の
場で感じる問題が発端となることも多いです。
例えば、個々の建築の形態や用途をコントロー
ルする法制度が、結果として地域全体をどのよ
うな方向に導いているか、その実態を把握し分
析するなど、大学だからこそ探求できるような
課題を心掛けています。
学術的には ｢都市解析｣ という分野に属します
が、都市・建築空間の解析手法の開発に重きを
置きつつ、徹底的なフィールドワーク、客観的
データの収集、数理的な解析というプロセスは
研究室の共通コードで、若く意欲的な学生の力
なくして実現できません。

４．フィールドワーク　―都市住居、東京―
　ライフワークのごとく取り組んでいる研究が
世界各地における都市住居のフィールドワーク
です。都市に超高層住宅が安易に建てられる昨
今の状況を懐疑的に捉え、既存の高密度な低中
層住居の集合から、オルタナティブな計画的
知見を発掘、探求しようという試みです。こ
れまでに、ベトナムハノイの管状住居（1998～
2002年）、スペインバルセロナ旧市街（2005年）、
韓国ソウルの都市型韓屋（2006年）、中国北京
の四合院住居（2007年、2010年）、中国上海の
里弄住居（2008年、2010年）、香港の唐楼･洋
楼（2008年）、台湾 台北の店舗住居（2013年）
など、これら伝統的な都市住居が高密度に集積
する地域において、住居と地域の調査分析を行
いました。
　一方、東京の
フィールドワー
クも多岐にわた
り、データも思考
も厚みを帯びて
きました。都市空
間の用途混在、都
市の公共性など、
東京を切り口と
して現代都市の
問題を考えてい
ます。
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深川コミュニティカフェ改装設計（2011年）
研究室の学生が中心となって設計し実現

都市住居のフィールドワーク
（2010年上海）
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　熊谷研究室は平成24年度よりスタートした
出来立ての研究室です。研究室の歴史もほぼ無
いので、将来これを読むことを想像して、講師
一年目の生活で印象に残ったことを記したいと
思います。
　私は平成24年3月まで山名研究室の助教を
していましたので、第二部の学生には比較的知
られていたのですが、第一部の学生にはほとん
ど知られていませんでした。それでも熊谷研を
希望してくれる学生もおり、研究室のスタート
を切ることができました。
　初年度の熊谷研のメンバーは、前島補手、大
学院生1名、卒研生5名（いずれも男子！）、個
性的で素直な学生がそろいました。真鍋先生の
退官に伴い熊谷研所属になったM2の山崎杏奈
さんが卒研生の姉御的存在となりいい雰囲気が
形成されています。
　ゼミは基本的に週1回午前中に行いますが、
少人数のため、毎週各学生の進捗をチェックで
きるのがいいところです。ゼミが終わるとお昼
ご飯を皆で食べに行きますが、少人数なので外
で食べても大体座れます。
　熊谷研究室ができた際、真鍋研究室の書籍、
机・椅子、PC、プリンタなどを引き継ぐこと
ができ、新設研究室の立ち上げの苦労というも
のがほとんどなくスムーズに研究室活動を始め
ることができました。特に書籍が充実している
ことは、講義を行う際などに大変助かっていま
す。
　熊谷研究室では研究室合宿を年1回行うこと
にしました。合宿といっても特にゼミは行わず
親睦を深めることが目的です。行き先は今年は
長瀞になりました。夜はバーベキューをしなが
らの飲み会となりましたが、学生より先に指導
教員が酩酊し、新米先生の威厳は脆くも崩れ去
りました。しかし結果としてはこれで学生とよ
り近い距離になったと（勝手に）信じています。

研究室活動として今年行ったものの一つに、他
大学との合同研究交流会があります。構法分野
の若手研究者（東大、工芸大、横国大、国士舘大）
と協力して、九段校舎で中間発表会を行いまし
た。卒論生にとって、研究の途中段階で他大学
の人から意見をもらい、他の人の発表を聞くこ
のような機会は大変貴重であり、また構法分野
と一口にいってもその幅の広さを感じることと
なりました。研究交流のあとは懇親会で親睦を
はかり、来年度もまたやりましょうということ
になりました。
　研究についてはまだ試行錯誤ながら、研究室
みなで取り組むイベントとして、カタロニア・
ヴォールト施工実験というものを行いました。
スペインをはじめヨーロッパの床構法として
RC登場以前に普及していた構法を再現してそ
の特性を知るものです。学生と一緒に実験を繰
り返し、最後はバルセロナから職人さんを呼ん
で2日間かけてスパン3mのヴォールトをつく
りました。研究室メンバー総動員でチームワー
クよく行うことができました。実際につくるこ
とで分かることは数多く、このような研究方法

熊谷亮平研究室・最初の１年

合宿の一コマ

合同研究交流会の様子

構法計画　熊谷亮平
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　今年度は講義も初めてのことが多く苦労しま
したがよい経験となりました。非常勤講師はし
たことがあったものの、今年度より担当となっ
た図学と構法計画（第二部）はこれまで講義を
したことがない科目であったため、一から勉強
しながら毎週格闘していました。図学は伊藤裕
久先生と分担のため助かりましたが、自分が大
学生のときに教わった図学より深く難しい内容
であり、授業では毎週汗をかきました。
　構法計画は逆に、理解している内容をどのよ
うに伝えるかに難しさを感じました。教科書を
ベースにしつつも、ある程度そこから距離を取
らないと平板な授業になってしまいます。実際
の建物や施工現場の写真などをスライドで併用
したり、余談を多く取り入れたりして、どのよ
うに知識を現実と結びつけるかを意識して授業
を進めました。しかしいざそのような適切な写
真や図を探そうとすると意外と難しく、普段か
ら機会があれば積極的に建築見学をして写真を
ストックしておく必要性を実感しました。
　授業では、第二部の学生が相手であったため、
教室の前列を占めた社会人学生の積極的な参加
が授業を活発なものにしてくれました。彼らは
実務経験から私より部分的によく知っている箇
所もあり、鋭い質問に答えに窮することもあり
授業は常にスリリングでしたが、一方通行でな
い深い学習につながったのなら幸いです。
　そのように、学生に教えるためにまず自分が
学習することに重点を置いた1年間でした。そ
の中で気づかされたことは、自分が理解したプ
ロセスをはしょらずに学生に伝えることが最も
理解度が上がるのではないかということです。
そのため、自分が「ああ、そうか」と理解に役
立った図版などは、内容的にしつこくなる場合
であっても極力用いるように徐々になってきま
した。
　今後は、研究、教育、その他の仕事が相互に
役立つような取り組み方をしていきたいと考え
ています。まだ理科大での仕事は始まったばか
りですが、学生や先生方、OBの方々との交流
を大切にし、研究室活動や授業を通して成長し
ていきたいと思います。 ■

は、昨年度まで山名研在籍時に携わった組立建
築施工実験の経験が役に立ちました。レンガの
組石造により形成されたシェルのようなアーチ
形状は日本では珍しく、多くの先生方や学生さ
んたちに見に来て頂き、貴重なご意見を頂くこ
とができました。
　今年度の卒業研究は、木造軸組構法、超高層
マンションの維持保全、歴史的建築物の改修技
術、公的集合住宅の手摺の変遷、などバラエティ
に富んだテーマになり、来年度以降の研究活動
の基礎となってくれることを願っています。超
高層マンションの維持保全研究に関しては、研
究室学生と一緒に著名な超高層マンションを見
学させていただき、また卒論を通して様々な専
門家にヒアリングをする機会を得るなど、社会
との接点を持った研究にも新たにチャレンジし
ました。
　来年度は卒研生の人数も倍増するため、うま
く研究室をマネジメントしていけるよう気を引
き締めていくと共に、フィールドワークなどを
通して地域の課題により積極的に取り組んでい
ければと考えています。

完成したカタロニア・ヴォールトで研究室メンバーと記念写真

カタロニア・ヴォール
ト施工実験の様子
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　東京理科大学工学部建築学科50周年おめで
とうございます。私も、本学に着任してからちょ
うど20年にあたり、感慨深いものがあります。
本年は長年研究室の運営にご尽力いただいた田
中講師の定年退職、同僚の長井先生担当の助教
の決定、葛飾の新たなキャンパスへの移転と、
それに伴い長年の悲願であった環境工学実験室
の設置など、多くの異動や変革を迎える年でも
あり、これまでの環境工学研究室を振り返って
みたいと思います。

吉澤先生時代
　本学着任は平成4年、久我先生の後任として
学位を取得したばかりの私は、主たる研究分野
が計算流体力学の建築環境問題への適用であっ
たのですが、理科大の研究室には個人用のパソ
コンもなく、大学で整備されている計算機環境
を目の当たりにして、今後研究が継続できるの
か不安になりました。助手をしていた東大では
一研究室当たり卒研生が4人もついたら大所帯
でしたが、いきなり12人の卒研生で、確か2

人以外は皆留年生の強者ばかり、大変な初年度

でした。
　当時から環境研究室のみは同僚の吉澤先生と
研究室が相部屋で、学生との交流も盛んに行わ
れていました。写真1は着任直後に、大学のパ
ンフレットに載せる授業風景を再現したやらせ
の授業風景です。中央右が私、お隣が吉澤先生
です。周りの院生の中で右端の湯さんは現在新
菱冷熱の技術研究所に勤務され、本学大学院の
授業を担当していただいております。また、湯
さんから2人目、同じく吉澤先生のお弟子さん
である熊谷さんは、その後東大新領域の准教授
を経て、現在、カリフォルニア州公衆衛生局で
室内空気質環境健康研究所の主任をされてお
り、現在も研究上で交流があります。西海岸に
出張の折は、サンフランシスコで中華料理をご
一緒します。
　吉澤先生とご一緒していた時代のサポートス
タッフには、補手の菅田さんがおられました。
菅田さんはもともと第二部の森脇研の学生さん
でしたが、環境工学にも興味があり、大変器用
な人物でしたので、黎明期の研究室をよく支え
てくれました。その後本学修士修了後、現在は
テクノ菱和の技術研究所に勤務しておられま
す。
当時研究室は神楽坂7号館の4階にありました
が、忘れられない思い出としては火災がありま
す。出火原因はトラッキングと推定されました
が、ちょうど卒業式の頃で煤けた研究室の後片
付けの後に、上野の中華料理屋で謝恩会があり

ました。幸いにして実験器具
等へのダメージはほとんどな
く、散水消火は行われなかっ
たため、他の研究室に迷惑を
かけることはありませんでし
た。火災の直後に人事担当理
事に呼び出され、これは大変
なペナルティが待っているの
かと緊張して伺いましたが、
「臨時昇給です」とのこと、
拍子抜けしたことを覚えてお
ります。現在、同じ建物の同
じフロアは国際火災研の研究
室として使われており、もと
もと火災には縁がある場所

これまでの20年を振り返って

写真1

環境工学　倉渕　隆
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だったのかもしれませ
ん。
安岡先生時代
　その後東大から安岡
先生が移ってこられ、
一時的に環境研教員3

人体制がありました。
吉澤先生の後半に、東
工大で助手をされてい
た飯野さんが菅田さん
の後任の補手として着
任されました。もとも
と学校における室内環
境を専門とされていた
こともあり、私も学校
環境の研究に協力する
こととなりました。飯野さんはご主人が新潟工
科大に職を得られたことから、本学を退職され
ましたが、研究への情熱は衰えることなく、地
元で非常勤講師をされる傍ら、私の学校環境研
究を強力にサポートいただき、多くの審査論文
を発表されました。現在彼女は新潟大学教育学
部に職を得られ、学生の指導にあたっておられ
ます。
　安岡先生との2人体制になってから、徐々に
大学院生の数も増えていき、大所帯になって
いったことと、安岡先生のアウトドア志向も影
響して、夏は合宿、冬はスキーという（倉渕は
あまりスキーには参加せず）パターンになりま
した。写真2は平成16年のゼミ合宿の写真で
すが、当時助手の遠藤さんや渡米前の熊谷さん
も参加してもらっています。私の下の息子もお
ります。
　飯野さんの後任としては助手が採用できるよ
うになり、修士を修了したばかりの嵐口さんに
お願いすることとなりました。嵐口さんは、研
究の要所を把握することが上手く、また学生の
指導も的確で、大変助けられました。彼には換
気・通風問題で研究をサポートいただき、後に
空気調和・衛生工学会の論文賞を受賞されまし
た。現在彼は、日本ガス機器検査協会で、行政
との調整や研究企画・調整などで日常的なお付
き合いが続いております。研究室在籍時は一滴
も飲めなかったお酒が、最近は日本酒を好んで

飲むという変わりようです。
　研究の上でも毎年海外の研究集会に参加する
ようになり、東京工芸大、建築研究所と共催で
国際ワークショップを開催したり、空気調和・
衛生工学会の論文賞を頂いたりと、研究室とし
ての活動が活発になりました。ワークショッ
プは2003年、2005年、2009年と都合三回行う
こととなりました。写真3は2005年のワーク
ショップ後の打ち上げを会場である建築学会の
そばの料亭（？）で行っているところです。
　嵐口さんの後任の助手は、私の研究室で修士
を修了し、東大で学位を取得した遠藤さんにお
願いすることとなりました。東大での学位取得
のための研究室は、私の出身研究室でもある鎌
田先生のところでしたが、研究テーマは理科大
で行っていた通風気流の問題となりました。彼
が東大に行ってくれたこともあり、本郷の風洞
も活用して精力的に通風力学の研究を行い、先
のワークショップの材料を準備してくれまし
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写真2

写真3
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た。その後、関東学院大
学に職を得られ、現在准
教授として活躍されてお
り、学会の委員会などに
は大変協力いただいてお
ります。

長井先生から現在
　安岡先生の後任を決め
る際の問題は分野をどう
するか、ということでし
た。環境工学の分野は広
く、2人体制ではすべてを
カバーすることは到底で
きませんから、ある種の割り切りが必要です。
要は吉澤先生同様、私と比較的近い分野とする
か、安岡先生のように全く違う分野にするか迷
いました。結論的には前者を選択し、熱・空調
設備分野で実務経験もお持ちの長井先生に来
ていただくことになりました。東大の松尾先生
のところで研究され、色々な先生方から高い評
価を得ていることはよく知っておりました。新
キャンパスでは念願の実験室を作る予定でした
ので、専門が近いほうが実験設備の共用も可能
と判断しました。
　遠藤さんの後任の助手としては、たまたま東
京都市大での学位審査のお手伝いをした小笠原
さんに来ていただくこととなりました。なかな
か学生の操縦が上手く、研究室を盛り上げてく
れました。
　遠藤さんの頃から確立してきた研究室の年中
行事として、写真4の春の潮干狩りと写真5の
年末のお刺身パーティがあります。潮干狩りは、
最近の若い人は未体験の人も多く、懇親するの
に盛り上がるということで始めました。田中先
生持参の上等な肉で豪華なバーベキューパー
ティを浜辺で行います。お刺身パーティは安岡
先生のかつおのたたきパーティに触発され、対
抗上マグロパーティを合同開催したのがきっか
けです。最近はOBにも声をかけて、年末に盛
り上がります。これら行事は今後も続けていけ
ればと思います。
　小笠原さんはその後明星大学に職を得られ、
後任は東大生研で学位を取られた李さんにお願

いしております。彼は私が東大で助手をしてい
た頃に、共同研究していた松尾研の博士課程学
生であった李さん（現在、東亜大教授）のお弟
子さんで、不思議な縁を感じます。

学位取得者
　これまで学位論文の指導に関わった方々に
は、山野さん、飯野さん、鳥海さん、野中さん
がおられます。山野さんは吉澤先生のお弟子さ
んで、吉澤先生退職後、一年ぐらいかけて安岡
先生とご一緒に論文の内容改善のお手伝いをい
たしました。飯野さんは東工大時代と理科大時
代の研究成果を取りまとめた内容でしたが、粘
り強く与えられたテーマに傾注することによっ
て、一見取るに足らない素材を次第に光を発す
る内容にまで昇華させていくところには感心い
たしました。鳥海さんは修士以来、私の換気研
究を手伝ってもらい、立派な成果を上げておら
れます（本学大学院非常勤）。換気の分野では
学会では知られた人物となりました。野中さん

写真4

写真5
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は、社会人博士としてTOSTEM（現LIXIL）から
派遣されてきました。通風研究の後半を担って
いただきましたが、風洞実験やCFDなどでよ
い成果を挙げられました。
　前の大学の先生方がご自宅に人を招くことを
されていたこともあり、みなさんを自宅にお招
きすることもたまにはあります。写真6は学位
取得者を集めたパーティを自宅で行った時のも
ので、前列左から後輩の武政さん（本学大学院
非常勤）ご夫妻、お隣が山野さん、安岡先生ご
夫妻、後列左から長井先生、高杉氏（倉渕邸設計、
本学OB）、私の家族、鳥海さん、田中先生です。

学生のこと
　研究室の活動を支えているのは学生であるこ
とは言うまでもありませんが、学生の気質とい
うのはこの20年の間に大きく変わったと感じ
ます。困難な課題に挑戦しようとする気概のあ
る学生は今でもいますが、比率は減ってきてい
る気がします。私の研究室の修士の学生は写真
7のように国際会議で発表する機会を与えてお

りますが（ギリシャで行われた低エネルギー冷
房に関する学会の合間にパルテノン神殿見学、
左から私、鶴田さん、小笠原さん）、最近は敬
遠する学生も出てきており、残念に思います。
　学生の知的好奇心をいかに惹くかが問われて
おり、20年前と違って釣獲を投げ込めば勝手に
かかってくれる状態ではありません。要は学生
をやる気にさせる指導力を養っていくことが、
これからの私の課題であり、授業などの改善と
合わせて取り組んでいかなければならないと考
えています。 ■

写真6

写真7
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　前の職場である大阪市立大学から2005年に
理科大に移籍して以来、8年が経過する。まだ
まだ新参者の部類に属すると思っていたが、気
が付くと一部専任教員9名のうち、私が着任す
る前から在職されていた先生方は3名と、既に
古株の一角を占めていた。この短くも長い研究
室の道のりを振り返るとともに、今後の展望を
試みたい。

研究体制
　長井が着任した2005年は、神楽坂キャンパ
スに建築学科が所在した最後の年であり、また
安岡正人先生が在籍された最後の年でもある。
この年、環境系は7号館4階の1フロアを占め3

研究室体制で運営していた。引越し荷物の荷解
きも終わらないうちに翌2006年4月から九段
校舎に移動した。神楽坂と同様、研究室ごとに
別々の部屋とするのではなく、第一部環境系（倉
渕研＋長井研）で1つの大部屋を使用すること
とした。
　この「大部屋制」のためもあり、研究室専属
の教職員スタッフは長井一人であったが、田中
実験講師には、補職関連の作業から非常勤講師
の対応、合宿の際のステーキの手配まで、何か
ら何までお世話になってきた。環境系の助教は、

主として倉渕研の研究活動に携わってきたが、
私の着任後に職に付かれてきた遠藤、小笠原、
李の各先生方には環境系研究室の運営や学生の
相談等で大変お世話になってきた。
　ゼミは、学生全員が集まっての「全体ゼミ」と、
研究テーマごとに少人数で開催する「個別ゼミ」
を1週間ごとに交互に開いてきた。この方式は、
真鍋研究室（当時）で実施しているという噂を
聞いて初期の頃から導入したもので、全体ゼミ
ではテーマに詳しくない聴衆に対するプレゼン
テーション能力を、個別ゼミでは専門的な知識・
スキルを高めることを目的としている。

配属学生
　研究室が掲げる研究テーマは、主として住宅
を中心とした熱環境評価・改善に関するものと、
業務用建物を中心とした省エネルギー手法に関
するものに分けられる。個々の研究テーマに変
遷はあるものの研究の柱は大きく変わっていな
い。ただし、配属される学生の気質は変化して
いるように感じられる。
　最初の5年ぐらいは、良く言えばバンカラ、
悪く言えば勉強嫌いの学生さんが多く集結し
た。なかなか全員が集まらないゼミ、遅々とし
て進まない研究、等々。当時の経済・社会状況
も関係したかもしれない。建築関係に就職した
がらない傾向もみられ、研究に身が入らない様
子も伺えた。ただ、全体として元気が良く、カ
ラオケなどに連れて行くと普段見せない輝いた
表情に変わって驚かされることもあった。
　その後、どういう訳か研究に真摯に取り組も
うという学生が増え、就職もゼネコンや設計事

長井研究室のこれまでと展望

環境系夏期合宿
（2006年、館山研修所、田中実験講師（当時）撮影）

環境工学　長井達夫
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用の空間だけで、その中に設置予定の人工気候
室については大学からの予算の手当てはなく、
倉渕研と長井研の予算で処理する予定である。
今までわずかずつ獲得してきた外部資金を一気
に放出する形になり、その他の研究予算の確保
ができるのか心配な面もあるが、新たな研究
テーマの広がりに繋がるのではないかと考えて
いる。
　研究室の運営では、新しく朴炳龍助教が就任
し、これを機会に新しく研究室を構築しなおす
ぐらいの気持ちで臨まなければと思っている。
といっても、一人で意気込んでいても空振りす
るだけなので、都心から離れたキャンパスでも
学生が常に在室してくれるような研究室づくり
を目指したい。
　教育面では、学生の国際コミュニケーション
力の向上も課題である。隣の倉渕研究室では、
以前より大学院生が国際会議で発表することを
慣例としていたが、ここ数年は長井研究室でも
国際会議で発表してもらうようにしている（写
真）。自分も英語の会話力に自信があるわけで
はないが、他大の先生に聞くと、ゼミを英語で
行っていたり、TOEICを受けさせて動機付けと
しているところもあるようである。今後、企業
人も大学人も国際的に活動せざるを得ない場面
が益々増えると考えられるため、国際コミュニ
ケーションを取らざるを得ない仕組みづくりが
必要だと感じている。 ■

務所など、研究室で扱っているテーマと関連の
ある業種を希望するようになった。一方で、配
属当初はややおとなしく、研究室に入ってから
徐々に賑やかになっていく、というパターンが
見られるようである。

OBとの交流
　着任後の在籍期間は8年ではあるが、この間
94名のゼミ生が研究室を巣立った（2013年度
現在在籍している学生を含めると102名）。先
輩方に比べるとまだ少ないかもしれないが、改
めて数えなおしてみると大変な数である。OB

の交流会のような組織だった交流の場は設けて
はいないが、ゼミ生が企画する研究室の宴会や、
環境系研究室で開催する忘年会に駆けつけてく
れるOBも多い。就職先の業種・企業も年々多
様になり、今後研究を進めていく上でも、現役
学生との関係作りの上でも大切な財産になって
いくだろうと期待している。

新キャンパスと今後の展望
　金町移転については、理事会と工学部教員と
の関係の問題から新キャンパスの計画・設計に
建築学科として関与できなかったことが残念で
ある。ただし、今まで環境系として実験室を持っ
ておらず、実建物でのフィールド実測か、他の
研究組織との共同研究という形でしか実験を行
えなかったものが、新しいキャンパスに環境系
の実験室を確保できることになった。
　もっとも、確保できることになったのは実験

 Building Simulation（シドニー）にて

長井研究室の在籍人数の推移

学部
（第一部）

学部
（第二部）研究生 修士 計

2005 7 0 0 0 7

2006 9 1 0 4 14

2007 9 2 0 5 16

2008 8 3 2 2 15

2009 11 1 0 3 15

2010 11 0 0 5 16

2011 11 1 0 6 18

2012 11 2 0 5 18

2013 7 0 0 8 15

総計 84 10 2 38 134
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栗田研究室

3 月中にお願いします

●●●　●●
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1．本研究室の専門と特徴
　本研究室は、2009年4月に発足しました。建
築構造学、鋼構造学を中心として、その他の構
造材料との相性も勘案した合成構造の研究にも
取り組んでいます。
　本研究室は、何事もプラスアルファを考える、
そういった姿勢を大切にしています。「異種技
術の交差点に、新しい技術の芽がある」、恩師
のモットーの受け売りですが、研究テーマを考
えるときにいつも大切にしている言葉です。
　さて、本研究室の性格をプロファイリングす
るために、私の研究者としての生い立ちと経歴
をお話させていただきます。
　私は、大学院生、助手として10年間を東京
大学で過ごしました。同大学の鋼構造・鉄骨構
造分野の底流には、専門分野が異なる2つの流
れがあります。それは、溶接工学を発端とする
工学部の鋼構造研究室、応用力学を発端とする
生産技術研究所の耐震システム学の研究室で
す。大学院生時代は後者の研究室で学位研究を
行い、その後助手として前者の研究室で教育研
究に従事してきました。同大学の鋼構造分野の
特徴的な2つの研究室で過ごした経験は、本研
究室の基盤になっています。
　近年の建築構造分野の歴史の中で、特に20

世紀後半は、終局強度設計、動的解析、確率論
といった今日の構造設計では当たり前となって
いる重要なキーワードを設計法に取り入れるた
めの研究が盛んに行われた時代です。その中心
的な役割を果たしたのは、同大学のこの2つの
研究室であったことは言うまでもありません。
　本研究室は、その2つの流れを融合させ、新
しい流れを創造していくことが目的の一つと考
えています。これまでの構造分野の歴史と成果
に尊敬の念を払いながら、時代と共に変化して
いく建物への要求性能を感じ取り、次の時代で
取り組むべき課題を探求しています。

 2．研究教育のスタンス
　さて、学生への研究教育では、できるだけ現
場に足を運び、モノを観て触れて、異分野の人
と大いに交流することを大切にしています。こ
れらを実践する上で、大きく3つのことに取り
組んでいます。

2.1　構造見学ツアー
　まず、理科大に着任して最初に取り組んだこ
との一つに、構造見学ツアーの企画・運営があ
ります。
　都内と近郊は、素晴らしい近代建築の宝庫で
す。休日や夏季・春季休暇期間を利用して、東
京国際フォーラム、東京カテドラル、国立代々
木競技場、幕張メッセなど、近代建築の代表作
を訪問し、現場でレクチャーしています。また、
建築工事の現場や製鉄所など、モノ作りの現場
も訪問します。
　実際に現場を観て感じることの大切さを教え
ることが第一の目的ですが、現場などの外部関
係者との交流にあたり、挨拶の仕方やマナーな

伊藤拓海研究室

本研究室の実験風景

建築構造　伊藤拓海
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どを教える機会であると考えています。
　このツアーは、建築学科の卒業生の皆様のご
協力とご支援があってこそ実現できています。
今後も長く続けていきたいと考えておりますの
で、ご指導いただければ幸甚です。

2.2　国際化志向
　次に、本研究室で大切にしていることが、国
際化への取組みです。これからの時代は、様々
な分野でグローバル化が加速していきます。技
術だけではなく、国際感覚に優れ、海外進出の
志向を持った人材の育成が鍵になると考えてい
ます。世界で戦える人材の育成は、語学力はも
ちろん、言葉や文化の違う人と対峙したときに
物怖じせずに考えを主張できる精神力を身に付
けることが大切だと考えています。
　本研究室では、毎年国際会議やシンポジウム
への参加を目標にして、研究に取り組んでいま
す。国際会議等で研究発表を行うと、国・地域
によって反響は様々で、要求されているものが
各国で違っていたり、どういったことに関心が
高いのかということを肌で感じることができま

す。そういった体験を通して、国内だけでなく、
国境を越えて様々な要求を感じ取れる嗅覚に磨
きがかかると考えています。
　なお、私が大学院生時代を過ごした東京大学
生産技術研究所は、留学生の比率が高く、様々
な言語が飛び交い、異文化が交錯する国際色豊
かな場所でした。本研究室では、公用語を英語
にすることが目標の一つです。

2.3　研究の感触
　本研究室の研究テーマは、実験的研究が大半
を占めています。実験を行う場合、準備期間が
数ヶ月に及ぶこともあり、学外関係者との打合
せを行い、試験体製作の現場へも足繁く通うこ
とになります。
　学生たちは、多くの関係者との交流や、実験
の準備と実施、結果の整理と分析を通して、技
術や知識はもちろん、人間関係の上でもたくさ
んのことを体験的に学びながら成長していきま
す。そして最後には、研究に愛着が沸き、壊れ
た試験体を記念撮影したり、飾り付けする人も
います。

構造見学ツアー

国際会議・学会への参加
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ます。
　また、理科大学では、葛飾キャンパス開設に
先立ってプレオープンのイベントが開催されて
います。本研究室は、理科大学と葛飾区との共
催による「みんなの理科大学」において、科学
体験教室へ実験ブースを出展しました。研究室
の学生有志により、数ヶ月前から企画の立案、
運営方法の検討、実験の準備を進めました。当
日は、小学生を中心とするたくさんの子供たち
に参加してもらいましたが、実験内容の難易度
は適切な設定でした。始めのうちは進行に慣れ
ない部分もありましたが、回を重ねると上手く
なり、気がつけばブースは大勢の人で溢れてい
ました。
　以上の体験を通じて、不特定多数の相手に説
明することの難しさや、相手を想定した準備の
必要性、そして楽しさを感じてもらったと思い
ます。

4．ゼミ合宿
　どの研究室も同じだと思いますが、夏季休暇
などを利用してゼミ合宿が行われています。本
研究室も、毎年テーマを設定して色々なところ
へ出かけます。
　本研究室では、ゼミ合宿の企画・運営を担当
する幹事を決めて、この一大イベントを取りま
とめてもらっています。研究室は大学院生と学
部生を合わせると総勢20名程度の大所帯とな
ります。そのため、意見や希望もばらばらです
ので、幹事は交通整理することから始まります。
また、合宿当日までには、宿や交通手段の手配
をはじめ、たくさんのことを下調べし、準備す

　素晴らしい研究成果が出たり論文が書けたり
することも重要だと思いますが、自身の研究に
愛情を持ってもらえた姿を見ると、体験的に研
究に取り組んでもらうことの大切さを感じま
す。
　さて、現状では、学内外の実験室で試験体を
使った実験を行うしか方法はありません。しか
し、建築構造分野の研究課題は、現場を通じて
見えてくるものが多々あります。大学では広大
な敷地を用意することは困難です。そこで、い
つの日になるかわかりませんが、自分で用意す
るしかないかな、と真剣に考え始めています。

3．広報活動と相手を想定した準備
　本研究室では、大学が主催・共催する広報活
動に色々と参加してきました。
　毎年8月にはオープンキャンパスが開催され
ますが、本研究室は模擬実験や模擬講義を行っ
てきました。模擬実験では、卒業研究に関わる
実験を見学してもらい、その現象や結果につい
て説明しています。実験の様子がきちんと見え
るように、また安全面にも配慮して準備を行い

広報活動

モノ作りの現場での体験
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5．雑感
　大学は、最先端の学問や技術を学ぶとともに、
自らの力で課題を発見して、解決するためには
どうすれば良いかを考えて、解決策を講じる、
そのための総合的な力を身につける場所である
と考えています。そこで、幅広い経験と豊かな
遊び心は、柔軟で機転の効いた洞察力と思考力
を育み、また難題に直面した際にも冷静さを失
わずに本質を見極めて、果敢に挑戦する精神力
の糧になると考えています。そのためには、建
築学以外の学問や、学外活動に徹底的に取り組
み、時には趣味に興じ、時には思い切り遊ぶこ
とを大切にしています。
　研究者は誰でも同じだと思いますが、私も人
と同じことをするのが嫌いで、一匹狼的な試み
をやってきました。本研究室のスタンスは、こ
れからも変わらないと思います。本研究室が発
足してから早4年が経過しました。その間、私
のマニアックな研究に真剣にお付き合いいただ
いた卒業生諸君には深く感謝しております。
　昨今、様々な場面で失われた10年、20年と
言われております。本研究室は、大海原に漕ぎ
出したばかりですので、この先どのような舵を
切って進んでいくかはまだわかりません。しか
し、新しいことにチャレンジし続けて、次の時
代を切り開いていくために、一生懸命、かつ不
真面目に、研究教育を進めていきたいと考えて
おります。世界規模でのターニングポイントに
なるであろう2050年に向けて、人類のお役に
立てるような成果を出し、世界で戦える人材育
成に取り組んでいきたいと考えております。
　建築構造学は、人の命を守り、財産や生活を
守ることが目標だと思います。我が国は、世界
最高水準の構造設計法や技術を有する国です。
一方、肥大化しすぎた側面もあると感じること
があります。本研究室では、等身大の構造の実
現という風変わりな目標を掲げ、これからも研
究教育に取り組んでいきたいと考えています。

■

ることになります。合宿当日も、スムーズに引
率し、企画を滞りなく実行するために、幹事に
はたくさんの苦労があります。
　ゼミ合宿は、メンバー同士の交流や懇親を図
り、普段はなかなかゆっくりと話すことができ
ない話題を、夜通し語り合うことが醍醐味の一
つだと思います。一方、周りとも協力しながら、
一大イベントの企画運営、当日の合宿開催と引
率などを通して、大人数が参加する企画・運営
を体験することも、ゼミ合宿の意義の一つだと
考えています。

ゼミ合宿
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研究室開設までの概要
　佐々木文夫が工学部第一部建築学科の教授と
して着任したのは、平成16年（2004年）4月で
あり、51歳の時である。それまでは、鹿島建設
に昭和52年に入社以来、27年間システム開発
部門に所属し主に地震動の解析、地盤と建物の
動的相互作用解析、ウェーブレット解析の地震
動への応用などの研究に従事していた。その間、
米国MITでの客員研究員としての研究、東大数
理科学研究科での数学の学位の取得など、様々
な研究活動を行ってきた。専門が、応用数学で
あるため、鹿島建設では主に数学的な側面から
建築工学を理論的に研究してきた。理科大工学
部第一部建築学科では、定員10名のうちの1

名は基幹基礎部門の専門家を置いていて、前任
者の山田貴博助教授（当時）の転任により、数
学の専門家でもあり、かつ建築学にもある程度
の知識を持っている人材が求められていた。そ
の結果、佐々木が採用となった。
　講義科目としては、建築学科では、微分積分
学1、2（1年生）、同演習（1年生）、プログラミ
ング技法（2年生）、建築数理１（3年生）を、機
械学科では基礎数学A（1年生）を教えることと
なった。2010年からは、電気学科の数学演習（1

年生）も担当している。また、大学院では、主

に数学的な側面から建築構造解析特論の講義を
行っている。
　着任当初の研究室は、神楽坂にある旧9号館
10階で外堀通りに面する約16平米というこじ
んまりとした部屋であった。旧9号館時代には
教員個人のスペースはなかったので、ここで2

年間、教員と学生が一緒になって研究を行うと
いう環境であった。3年目からは九段校舎5階
に移り、教員スペースが約20平米、学生スペー
スが約45平米と広くなり、また、南面には武
道館、西面には真正面に靖国神社という、角部
屋の絶好のロケーションの研究室で7年間過ご
すことができた。

研究室の経過
　佐々木研究室の学部生数は8～10名ほどで
あるが、研究室開設当初は、研究室が狭かった
こと、また研究室を主宰する佐々木が数学の専
門家で研究室に配属されると数学を中心に研究
をさせられると学生が感じたためか、第一期生
は2名のみであり、第二期生も6名であった。
一期生の正月俊行君、田村友君には研究室の開
設準備からネットの環境など様々な作業も手
伝ってもらった。正月君は東工大の大学院に、
田村君は企業に勤めたので、第二期生の6人も
一人で指導することになり、大変であった記憶
があるが、一・二期生とも全員まじめで仲が良
く研究室の雰囲気も和気あいあいとしたもので
あったように思える。最初の2年間は、鹿島時
代の専門である地震動を中心に学生と研究を
行ってきたが、大林組・技術研究所の高野博士
の好意により環境地盤振動の研究も開始するこ

数学と建築との
架け橋をめざして

九段校舎 佐々木研究室

九段校舎 佐々木研究室から見た武道館と桜

建築数理学　佐々木文夫
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年度には院生5名、学部生8名、2011年度には
院生4名、学部生9名、2012年度は院生6名、
研究生1名、学部生8名となっている。

年代ごとに見た研究テーマの推移
　佐々木研究室の研究テーマは、「建築工学への
数学の応用」を大テーマに、開設当初から「理
論的な研究」と「建築に現れる様々なデータの
解析」を主に行っている。しかし、開設当初、
取り扱える素材がK-net、KiK-netなどの公的機
関のデータである地震動関係のものしか得られ
なかったこと、また、鹿島時代は地震動関連の
研究に従事してきたことから、第一期生の正月
君には、地震動の非定常性の研究を、田村君に
は、ウェーブレット解析を用いた地震動の圧縮
手法の研究を行ってもらった。正月君は東工大
の大学院に進学したが、学部時代の成果が評価
されスイスで開催された国際会議で発表を行っ
ている。二期生には正月君と田村君の研究の延
長線上の研究のほかに、神木君には深層地盤に
おける地震動伝搬性状の研究を、また立原・蔭
山君には、環境地盤振動の研究を新たに行って
もらった。この2年間は、院生がいなかったこ
と、また神楽坂の16平米という狭い研究室に
学生とともに過ごしたことから、後期はほぼ毎
日のように誰かと1対1でのゼミを行っていた
ので、学生も大変であったと思うが、不平不満
などは出なかったように思う。また、研究室内
のネット環境などでは、島田君にほとんどすべ
てを頼るという有様であった。島田君の陰なが
らのサポートには本当に感謝の思いでいっぱい
である。この年度に始めた、神木君と、立原・
蔭山君の研究は新規の内容であったため、手探
り状態で毎日行われ、特に大変だったと思うが、
彼らによってこれら二つの研究テーマの基礎が
確立された。
　三期生は、神楽坂から九段校舎に移った最
初の学生であり、研究室も3倍以上に広くなっ
たことから学部生が二部の学生も含めて10名
と増えた。また、神木君、伊藤君が院生となり
学部生の兄貴分として学部生の面倒をよく見て
くれた。そのため、今まで2年間は基本的に地
震や環境振動という分野での研究のみであった
が、この年から新たに、基幹基礎部門の特徴を

とができた。先にも述べたように佐々木研究室
は基幹基礎部門に所属しており、基本的に建築
に関連することは部門に関係なく何をやっても
いいという、スタッフの皆さんのありがたい言
葉と、二期生の神木秀之君と伊藤智裕君が大学
院に残り学部生の地震動関係の面倒を見てくれ
るということから、3年目からは、混合音から
の音声を分離する研究も始めた。しかし、佐々
木自身、音に関しては専門外のため、音響の研
究では日本の第一人者である、安岡先生と田中
先生にとてもお世話になった。今現在も様々な
面でご指導をいただいている。3年目からは第
二部の学生も加わり、院生2名、学部生10名
となった。女子学生も2名入ってきて、少しは
華やいだ研究室になったように思える。4年目
の2007年度には院生4名、学部生10名となった。
2008年度には、補手として野口満美さんが来
てくれ事務作業のみならず学生の指導も手伝っ
ていただいた。野口さんは、東大の博士課程の
学生でもあったことから、当研究室に所属す
る1年間で学位論文をまとめ無事2008年度に
学位を取得した。野口さんが来てくれたことか
ら、この年から遺伝的アルゴリズムを用いた室
内レイアウトシステムの研究やニューラルネッ
トワークによるコンクリート強度の予測の研究
も始めた。この年の学生数は院生5名、学部生
11名である。野口さんが辞められた後、2009

年度から飯山かほりさんに補手として来ていた
だいた。飯山さんには2012年度までの4年間、
学生の面倒のみならず、様々な学科の事務作業
も精力的に行っていただいた。2009年度の学
生数は院生6名、学部生10名であった。2010

研究室での班ゼミ風景
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を見てくれた。この年は学部生10人のうちの
8人が女性という、今までの男女構成になかっ
た年でもある。M2の鈴木君が昨年に引き続き、
応用数理学会の若手論文発表賞を受賞した。他
の大学院2年間の研究成果が認められ、工学部
で毎年一人出るかどうかという、学長表彰を受
賞したのもこの年度である。
　2010年度は、修士が5人、学部生が8人とい
う構成であった。この年の学部生はみんながま
とまりよく、研究以外にも様々なことで学生に
とっては充実した生活を送っているように思え
た年である。M2の宮川君はシドニーでの国際
会議で音声分離の研究を反射問題にまで拡張し
発表を行った。また、M2の山田君は環境振動
でポルトガルのリスボンで開催された国際会議
で発表を行ったが、佐々木も一緒に発表を行
い、初めて学生と共に海外出張をした年でもあ
る。学会の合間に山田君と電車とバスを乗り継
ぎヨーロッパ最西端のロカ岬に行ったことが思
い出深く残っている。また佐々木が、応用数理
学会から論文賞（ベストオーサー賞）を受賞し
た年でもある。

　2011年度は、修士が4人、学部生が9人の構
成であった。佐々木が9月から2年間の予定で
工研幹事の仕事を任されることになり、その前
にできるだけ学生を育てようと試みた年でも
あった。飯山さんも学位論文に本格的に着手を
した年でもある。この年の9月に、4年生の箭
内さんが音響学会で発表を行うという快挙を成
し遂げている。学部生で9月という早い時期に
論文発表するのは佐々木研としては初めてのこ
とである。修士では、M1の三留さんが大阪で

生かして、佐々木の専門であるウェーブレット
解析を用いた「音響」の研究にチャレンジする
ことにした。具体的には、カクテルパーティー
効果と呼ばれる、混合音からの音声分離と混合
音それぞれの位置の特定の研究である。朝倉さ
んと上田君には果敢にチャレンジしてもらい、
現在の基礎をこの年に築いてもらった。
　2007年度は、前年の研究を拡張することに
努めた年であり、修士が4人と学部生が10人
という構成であった。この年に、M2の神木君
がカナダで開催されたSMiRT19に論文を提出
し、佐々木研にとっての初めての学生による海
外発表となる予定だったが、出発3週間ほど前
に体調を壊して、発表を断念せざるを得なかっ
たのが悔やまれる。M1の上田君が音声分離の
研究で3月に発表した論文が若手論文賞を受賞
したのもこの年度であった。
　2008年度は、野口さんが捕手として来てく
れた年である。修士が5人と学部生が11人と
いう構成であった。野口さんが来てくれたた
め、事務作業や卒論生の面倒などを相当に任せ
られるようになり、新たな分野の研究にもチャ
レンジすることができた。一つは、計画系の分
野ともいえる、遺伝的アルゴリズムを用いた最
適レイアウトシステムの構築であり、佐藤さん
と澤さんに担当してもらった。この研究には、
M2の横山君に精力的に手伝いをしてもらった。
もう一つは、ニューラルネットワークを用いた
コンクリート強度の予測についての研究であ
る。この研究の基礎を築いてくれたのが杉本君
である。修士の学生も、上田君が音声分離の研
究論文で、パリで開催された internoise2008で
発表を行い、横山君は中国で開催された14th 

WCEEで設計用模擬地震動の研究発表を行って
いる。また、M1の鈴木君が昨年の上田君同様、
若手論文賞を受賞した年でもある。
　2009年度は、野口さんに代わり、飯山さん
が捕手として来てくれた年である。この年は、
修士が6人となり、学部生が10人と佐々木研
として昨年同様、最も学生の人数の多くなった
年である。研究も、ここ数年、計画・環境・構造・
材料系で新たなテーマを切り開いてきたので、
それらを充実させる最初の年となった。飯山さ
んは事務仕事以外にも、精力的に学生の面倒

2010年度卒業式での記念写真（九段屋上にて）



229

4

現
在
の
研
究
室
か
ら
　
第
一
部
建
築
学
科

るゼミ旅行である。このゼミ旅行は、日光、河
口湖、常磐ハワイアンランドなどなど様々で、
一泊二日の旅行である。ゼミ合宿と違い、完全
に旅行なのでみんなプレッシャーなく遊んでい
る。4回目は余裕があれば12月末の最終全体ゼ
ミの時に行っているが、卒論や修論の進捗状況
によっては中止となることもある。最後は、卒
論の発表会後である。みんな、一様にほっとし
た表情で飲食を楽しんでいる。もちろんこのほ
かに学生同士での飲み会はよくやっているよう
であるが…。
　その他には、私と補手のために、卒業式の時
に謝恩会を開いてくれる。今ではその時に全員
で書いた添え書きの色紙を私や卒業・修了する
学生に渡すのが慣例となっている。
　数年前の色紙の添え書きを見ると当時の学生
の姿が思い浮かぶ。九段校舎は東京の中心とも
いえる場所にあることから、よく卒業生が訪ね
てきてくれ、近況を話してくれる。私にとって
も卒業生が社会で活躍し、その近況を報告して
くれるのは望外の喜びでもある。私の定年まで
残り5年、東京の中心からははるかに離れた葛
飾キャンパスにも近況報告を兼ねて、遊びに来
てくれることを願っている。 ■

開催された internoise2011で論文発表し、好評
を得た年でもある。その後、三留さんの成果は、
さまざまな研究者から評価を受けて、環境振動
の指針作りや、二つの国際ジャーナルへの招待
投稿を頼まれるまでになった。
　2012年度は、修士が6人、研究生の佐藤さ
ん、学部生が8人という構成である。この年度
は、ニューラルを地震動に適用可能かというこ
とや、構造マトリックスの安定性に条件数を利
用可能かなどの新しい研究も始めた。修士では、
M1の箭内さんが学部時代の成果を拡張した論
文をニューヨークでの国際会議に投稿し発表を
行った。また、佐々木と三留さんは、稚内で開
催された応用数理学会に出席し、1時間の招待
講演を行った。飯山さんは3月に見事、学位を
取得した。
　2013年度は現4年生（2012年度）と研究生の
佐藤さんの内4人が大学院に進学することが決
定しており、修士が8人と佐々木研としては最
も修士が多くなる予定であり、研究がますます
進むであろうと思われる。4月から、葛飾とい
う、新たな校舎での研究となるが、今後、佐々
木研のさらなる発展を望んでいる。

佐々木研の一年
　佐々木研は4月中旬からスタートする。
　学部生は、最初は、専門書の輪読を、6月中
旬からは各自のテーマに沿った研究の準備を担
当の院生が中心に面倒を見ている。後期に入り
本格的に研究を開始し、最終的には卒論を仕上
げ発表を行う。
　院生に関しては、M1には自由に研究させ、
定期的なゼミというより、時々、研究の現状の
ヒアリングを行い、研究の方向性などを中心に
指導を行っている。またできるだけM1の後半
には国際会議に提出できる内容にまで研究の成
果が出せるように指導している。M2の前期は
国際会議や、日本での学会発表をさせることを
中心に、後期は2週間に一度のゼミで一対一で
修士論文の進捗状況を報告させ、よりよい論文
に仕上げるようにしている。
　この1年で、定例の飲み会が4～5回ある。
初めはゼミの立ち上げ時であり、次が前期の終
了時のお疲れ様会、3回目が9月中旬に行われ

2010年度ゼミ旅行（牛久ワイナリーにて）
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1．スタート
　長野県の信州大学で教えていた私が、縁あっ
て理科大に移ったのは2011年の4月です。こ
の原稿の締め切り時点でまだ赴任後2年たって
おりませんが短期間の充実した活動の一端をお
見せできればと思います。
　私の専門は建築意匠、設計です。もともと大
学卒業後は日建設計で13年間設計を行ってお
りました。その後独立して設計活動をしており
ます。よって大学での授業の主は設計製図の演
習と意匠論です。特に意匠論は哲学、美学、社
会学などの人文系の知を融合した総合的な理論
構築を行っております。
　赴任当時研究室は4年生だけでしたが2年目
にその4年生が大学院に進み、他大学からも2

名来られたことで現在は第二部4年生が13名、
第一部4年生が4名、大学院生が6名、研究生1名、
ポスドク研究員1名、補手1名の27名の所帯と
なりました。

2．3つのゼミ
　僕らの研究室のゼミは三種類あります。一つ
は卒論や修論を書き上げていくためのゼミで
す。二つ目は輪読ゼミです。そこでは毎週一冊
年間30冊を目標に建築意匠と関連する本を読
みます。ジャンルは既述の通り、哲学、社会学、
美学、美術史、ファッション、音楽などなど。
こんな本も関係するのかというものまで読みま
す。多読させる理由はおよそすべてのことが建
築と関係しているという僕の建築に対する基本
的な考え方を理解してもらうためです。きちん
とした学術書の古典から最先端まで、4年から
大学院を通じて100冊は読んでから修了してほ
しいと言うのが僕の願いです。
　また三つ目は一時間設計という設計演習で
す。これは戦後の日本の住宅史に残る名住宅を
30弱選び毎週のその1つを暗記してきてもらい

ます。その暗記した住宅に私が「50㎡増築しな
さい」とか「屋根の形状を変えて内部空間の性
格を全く違うものにしなさい」などのいくつか
のテーマを与えてオリジナルをもとに新たな設
計をしてもらうものです。設計はあるレベルに
達するまでは外国語を話すようなもので、ヴォ
キャブラリーの暗記とその応用が必須という私
の設計に対する考えに基づいています。これを
2年くらいやると設計の速度も発想も豊かにな
ることは前の大学で実証済みです。

3．ワークショップ
　僕らが学生時代はワークショップなんていう
言葉は日本語ではありませんでしたが、昨今は
ここでもあそこでもワークショップが開かれて
います。我々の研究室でも二つのワークショッ
プに毎年参加しています。一つは筑波エクスプ
レスの開通で一気に開発が盛んになった八潮市
における町づくり。もう一つは上越市の浦川原
区という場所で町づくりを考えるというもので
す。
　八潮のワークショップは神戸大、神奈川大、
信州大、日本工業大、そして理科大の5大学が
参加し、既に5年ほど続いており、町の観察に
始まり、公園やフォリーなどの設計、場合に
よっては施工も行っています。また上越のワー
クショップは東大、芸大、法政大、早大、工学
院、日本女子大、等多くの大学と一緒に年に一
度集まり二日間テーマを決めてグループディス
カッションを行うというものです。両方とも他
の建築学徒と意見交換を行える貴重な機会であ
り有効に活用してほしいと願っています。

坂牛研離陸

建築見学会風景

建築デザイン　坂牛　卓

２） 第二部建築学科
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6．コンペ
　去年はできませんでしたが一年目は学生と一
緒に研究室で二つの実施コンペを行いました。
一つは富岡製糸場のある富岡の駅舎のコンペ。
もう一つは地震で壊れてしまった新潟県にある
オーストラリア人のアーティストのレジデンス
です。どちらも学生が参加するには手頃なコン
ペでした。残念ながらどちらも勝ち残れません
でしたが、とてもいい勉強になりました。また
これからもコンペは可能な限りチャレンジして
いくつもりです。

　坂牛は第二部所属の教員ですが、研究室には
第一部生も院生もいます。僕自身も所属を超え
て理科大工学部建築学科を素晴らしいものにし
ていきたいと考え他の先生たちと一緒にいろい
ろとアイデアを練っています。今後の理科大の
発展に少しでも力になれればと思っています。
今後ともよろしくお願いいたします。 ■

4．アート・フェスタ
　毎年夏に新宿で東京の大学を中心に数十校が
出展するアートイベントがあります。僕が理
科大に来てから始まったものですが縦横高さ3

メートル弱の空間をもらいその中に毎年テーマ
をいただきそれを自由に表現するというもので
す。毎年4年生が主体となって大きな物体を作
成してトラックを借りて搬入しています。場所
は新宿のどこかです。歌舞伎町だったり西口ビ
ルのロビーだったり様々です。自分たちの作成
したものを多くの人に見てもらうと言うのはと
ても良い経験です。

5．海外遠征
　2009年にアルゼンチンに招待され講演など
を行った翌年アルゼンチン建築家を日本に招待
し展覧会、ワークショップなどを行いました。
そこで2012年ゴールデンウィークには我々が
再度招待されて展覧会、ワークショップ、講演
会などを行う企画が生まれました。そこで研究
室の院生6名と補手1名を連れてアルゼンチン、
ブエノスアイレスに行きました。学生は現地の
パレルモ大学の学生と一緒になって、私やアル
ゼンチン建築家の指導のもと4日間の短期設計
課題をこなしました。語学もままならない中で
絵や模型でなんとか意思疎通をしながらやっと
のことで建築作品を作るに至りました。この経
験は彼らにとっては貴重なものであろうと思い
ます。因みにこの成果は鹿島出版会から2013

年の1月に『αスペース』というタイトルで発
売されました。

新宿アートフェスタ完成品を前に

アルゼンチンワークショップ風景
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　2002年に研究室をスタートさせてから、今
年で10年を迎えることができました。この場
をお借りして、その間お世話になった皆様に感
謝を申し上げたいと思います。
　第二部建築学科の沖塩先生後任の志水先生が
駒沢女子大学に移動されたことに伴い、急遽
2002年3月末に帰国、4月着任という慌ただし
いスケジュールのなかで母校での「新」生活を
35歳から再開させました。この状況から初年
度は講義演習のほか、第二部の卒業設計の学生
だけを指導するというスロースタートを許して
もらいました。
　2年目から第一部から卒研生が3～5名、第
二部から卒研生8名前後、卒業設計生18～24

名が配属され、3年目からはその中から4～6名
が修士課程に進学しました。4年目から一昨年
度までは、所属学生が40名を超える状態が続
いていましたが、一昨年度から直井先生の後任
に坂牛先生が第二部の意匠系教員として着任し
たことにより、卒業設計の学生を二研究室で分
担することになりやっと大部屋状態を脱するこ
とが出来ました。このような状態でしたので、
10年間で既に300名近い卒業生を送り出した
ことになります。
　人数は大部屋でしたが建築学科で最少面積
の研究室で何とか運営してきました。神楽坂
校舎の9号館11階にあったころは30㎡弱、九
段校舎5階北棟に移ってからも50㎡に満たな
い研究室のなかで工夫をしながら、学生には
苦労を掛けながらやりくりしてきました。と
はいえ、卒業設計の学生を製図準備室の助手、
助教の先生と連携できたことは何よりもの助
けになりました。歴代の製図準備室の塚田幹
夫助手（–2003年度、現 管財課）、菊地宏助手
（2004–2006、現 武蔵野美術大学准教授）、三
戸淳助教（2007–2010、現 ココアデザイン代
表）、呉鴻逸助教（2011–）の存在なしには研究

室、学科運営はできない状態でした。
　研究としては20世紀建築を対象としながら、
その設計過程に関する研究やその保全や文化財
的価値に関しての研究を行ってきました。研究
室の学生たちと調査を行い、報告書をまとめた
熱海日向別邸、国立西洋美術館などは重要文化
財に指定され、国際組織であるDOCOMOMO、
ICOMOSと連携しながら20世紀建築の保全や
保護などの国際指針を作り上げることもできま
した。6か国政府による国際連携で行っている、
ル・コルビュジエ作品の世界遺産登録という新
しい枠組み作りにも専門家委員として取組みな
がら、そのための基盤研究を学生たちと行って
きました。10年の間に、研究室の学生たちと上
記の内容にも絡む大小の展覧会を10前後、他
大学と協同でまとめ多くの方々に展覧会を通し
て20世紀建築の文化財的価値について理解し
てもらいました。このような学生との活動は
中野補手（2002）、伊藤啓二補手（2003–2004、
現・伊藤木材設計室代表）、谷川大輔助教
（2005–2008、現 近畿大学専任講師）、熊谷亮
平助教（2009–2011、現 東京理科大専任講師）、
鏡壮太郎学振特別研究員（2009、現 UAA代表）、
戸田譲特別研究員（2010、現 金沢工業大学専
任講師）らの優秀な研究スタッフに恵まれたこ
と、そして科学技術研究費（代表3本など）、民
間研究費等の研究支援があったからこそ実現で
きました。
　2012年10月27日午後、研究室開設10周年
を記念してOB・OG会を、研究室アシスタント
金子祐介さん（2012、現 文化庁国立近現代建
築資料館）を中心とした現役学生の準備により

山名研究室 10 周年

山名研十周年パーティーにて（2012年10月27日）

近代建築史　山名善之
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開催しました。当日はお世話になった多くの非
常勤講師の先生方、懐かしい卒業生の100人以
上の顔に囲まれて楽しい時間を過ごすことがで
きました。今年から毎年10月末土曜日にOB・
OG会を開催するために、現在、研究室卒業生
名簿の充実作業を行っています。是非、この記
事を見た山名研関係者はFacebook「東京理科
大学山名研究室」に参加してください。
　最後になりますが、工学部第二部での山名研
究室は2013年度を以って閉室となり、2014年
度から理科大理工学部（野田）にて新たなスター
トを切ります。今後も理科大建築のなかの研究
室として活動を続けますので宜しくお願い致し
ます。 ■

山名研10周年記念枡

栄えある築理会賞（卒業設計）を山名研10周年（2012年度）に
受賞した武山君

DOCOMOMO国際会議（2012年8月ヘルシンキ）にて
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　河野研究室は、寺本先生のご退職の後を受け
る形で、第二部の構造系研究室として2009年
4月に発足しました。したがって、建築学科50

年の歴史のわずか3年間を占めてきたことにな
ります。構造設計とくに耐震計算法の精度、構
造物の耐火性能、防災対策、および制振ダンパー
の開発などを通して建築物に必要な安全性能の
探求をテーマに、教育・研究活動を進めていま
す。

　さて、河野が研究者を志向した原点には、
Eulerの弾性座屈理論を知ったことにありまし
た。非常に簡潔な常微分方程式の解で表現され
る現象が、柱やトラス部材の設計に大きな役割
をもっていることに単純に感動したわけです。
しかしながら、現実の建築物に関わる安全は、
こんなにシンプルな数式だけで表せるわけでは
もちろんありません。以前大学に在職した時代
（1984年4月に名古屋大学の助手となってから
の2001年1月まで）には、全ての現象に少なか
らずあるバラツキを構造設計で合理的に取り扱
うための構造信頼性理論に関して考えて（楽し
んで）きました。一方で、大学の研究というのは、
ややもすれば、机上の理論に走りがちで、設計
において最も重要な安全水準の決定に関して、
現実的な問題にはなかなか踏み込めないという
もどかしさもどこか感じておりました。その後、
2001年2月～2009年3月に在籍した建築研究
所および国土技術政策総合研究所では、建築基
準法を中心として、実社会における建築物の火
災安全に関する合意事項（＝建築規制）に直結
した決定に深く関与する機会を得て、好むと好
まざるにかかわらず、理想と現実の間を埋める
論理（場合によっては屁理屈ということにもな
りますが）を日々考えることになりました。こ
の経験は非常に貴重なものとなりますが、一方
でそろそろ知を刺激したくなったこと、また、

これまでの経験をもとに有為な技術者を育てる
ことにも取り組まなければという使命感（少し
格好よく言い過ぎです）から、第二部の教員と
なったわけです。

　再び教壇に立ち、研究室を起こしてみます
と、もちろんことはそれほどたやすいことでは
ないことにたちまち気づきます。知を刺激する
といっても、学生が刺激と感じるか、難しくて
避けて通りたいと耳をふさぐのか、なかなか微
妙です。建築安全は身近に存在するテーマであ
るため、それが当たり前と片づける人もいます。
また、他の誰かが考えてくれている（と期待し
ている）ので、だいたい安全だろうと感じて、
それ以上には深く掘り下げて考えることはした
くないという人も多いでしょう。このような感
覚的な安全を超えて論理的な安全論を構築する
ためには、ある種の定量化、数理的な展開の裏
付けが必要なのですが、これもなかなかチャレ
ンジングなことです。

　とはいえ、せっかく学に席を置いたわけです
から、現実と理想のギャップに苦悶することを
喜びに転じ、学生とともに思考し続けていくつ
もりです。まだ4年経ったばかりです。これか
ら、これから。 ■

建築物に必要な安全性能の探求
～よろこんで理想と現実のギャップ
に苦悶します～

エレベータホールとの境が大きなガラス面。手前のデスクは大
掃除中のため仮置き。（2009.4）

九段校舎落成時
の研究室の様
子。大きなガラ
ス面のおかげで
エレベータホー
ルが開放的。
（2005.12）

構造・火災科学　河野　守
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　皆様、こんにちは。私（今本啓一）は1992年
3月に本学工学研究科建築学専攻を修了しまし
た。その年の4月に東急建設に入社して主に技
術研究所で勤務した後、2001年4月に足利工業
大学工学部建築学科に奉職し、2008年4月に本
学に着任いたしました。どうぞよろしくお願い
いたします。
　さて、私が着任した年は前任の清水昭之先生
が退職される年でもありました。これを機会に
お世話になった清水先生はじめ現在の研究室の
前に位置する材料防災研究室の歴史を簡単に振
り返りたいと思います。材料防災研究室の初代
の教授は本学建築学科の設立に尽力された濱田
稔先生です。私の専門分野のコンクリート工学
では中性化のルート t則として今なお他の追随
を許さない研究成果を残されている先生です
が、防火分野の研究でも多大な成果を残されま
した。その後森脇哲男先生そして清水昭之先生
にこの講座（研究室）は引き継がれました。今
も学科のスタッフである梅津裕二先生、本間敏
明先生、西田幸夫氏はこの脈々と流れた材料防
災研究室のご出身です（写真は1974年の栃木
鮎取り会の一コマです）。

　この3代にわたる研究室は521名の卒業生を
輩出いたしました。皆様、各界でご活躍されて
おられます。研究室の不肖の一学生として、先
達の研究・教育にわたる功績に改めて敬意を表
します。
　さて、現在の私の研究室はと申しますと、
2013年度では助教、補手、12名の修士学生そ
して十数名の卒研生で運営されていることと思
います。本年度は下記のような内容を研究テー
マに掲げています。
 ・国立西洋美術館本館躯体の保存・改修
 ・軍艦島構造物群の耐久性調査
 ・住宅外装の維持保全技術の開発
 ・爆轟（ばくごう）および熱的損傷を受けた鉄
筋コンクリート部材の耐久性

 ・鉄筋コンクリート構造物のひび割れ制御
 ・コンゴにおける地産地消系素材を用いたアー
チの設計・施工

 ・竹を用いた新しい建築構法の開発
　本学科の栄えある50周年を迎えて材料研究
に携わる一研究室として抱負を申し上げるとす
るならば、これからも建築素材の魅力を可能な
限り存分に後輩たる学生達に伝えたいというこ
とに尽きます。材料は建物を構成する最小単位
であり、これが変われば建築物の形態は変わる
かも知れません。一方、最小単位故に直接触れ
て感じることのできるメリットを最大限に活か
し、少し泥臭いですが、ものつくりの原点を教
育を通して確実に伝え、そしてその先に生まれ
る研究成果を積極的に対外的に発信してゆきた
いと思います。幸いにして年も近しい他大学の
先生とともに、研究だけでなく建築材料研究室
対抗ソフトボール大会などの研究以外の交流も
毎年行っています。今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。 ■

建築素材の魅力を発信する

1974年の鮎取り会にて

森脇先生 濱田先生
梅津先生

志水先生
西田氏

東大・理科大（工学部・理工学部）・明治大学・工学院大学材料研究室対抗
ソフトボール大会

建築材料　今本啓一

材料防災研究室の系譜

1962
（S37）年

1974
（S49）年

1976
（S50）年

1993
（H5）年

2005
（H17）年

濱田研究室

森脇研究室

清水研究室
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　2006年4月、工学部第二部建築学科に教員
の増員があったということで、環境・設備系の
専任教員として赴任した。2004年に名古屋大
学を退職以来、21世紀COEプロジェクト「先導
的火災安全工学の研究教育拠点」の事業推進者
として、野田校舎でノホホンと暮らした1年9ヶ
月が懐かしくなるほどの環境変化で、名古屋大
学時代の約3倍の卒論生、修論生を担当してい
る。
　研究範囲は、主に火災を中心とする災害の分
析、対策であり、そのほかに、余興と言っては
属する環境・設備系の先生方に叱られるが、愛
知万博で大規模に適用させてもらったドライミ
ストの実地適用での効率測定などを研究してき
た。2006-2012年度で卒論生は84名、修論生
は11名を数える。
　2008年には総合研究機構火災科学研究セン
ターが対応するグローバルCOEプロジェクト
「東アジアの先導的火災安全工学の教育研究拠
点」が認可され、その教育・研究活動の一環と
して2010年に国際火災科学研究科が創設され、
辻本も大学院の修士課程担当を当研究科へ移動
した。2012年には学年進行で博士後期課程も
設置され、同様に担当するため、工学研究科で
は大学院担当から外れている。現状、辻本研卒
論生からはほぼ同数で、建築学専攻と国際火災
科学研究科に進学している。
　研究室の年中行事は、夏に奥多摩の御嶽山中
で一泊二日のゼミ合宿が定着しつつあり、工学
の基礎について一から勉学する機会を与える場
として活用している。

映像系の記録
１．ドライミスト関連

２．火災研究関連

　アジア16か国のネットニュースから火災事
件だけを抜き出して蓄積。
　この情報を基にグーグルマップに落とした図
です。
　建物火災は39件で、そのほとんどが工場、
大規模建築物、ナイトクラブなど近代化の所産
です。是非、辻本が主体になって動かしている
Forum on Fire Safety in Asia

http://www.tus-fire.com/?cat=3　を覗いてみて
ください。 ■

多彩な学生さんとの
楽しい日々 !?

六本木ヒルズのドライミスト（2006年設置）

保育園（千葉市）へのドライミストの設置

死者数が10名を超える火災の発生場所
（2009年5月～2013年2月）

環境・火災科学　辻本　誠


